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3 2

人
々
が
お
能
と
向
き
合
っ
て
き
た
永
い
歴
史
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
江
戸
時
代
以
降
の
佐
渡
島
は

お
能
が
庶
民
に
広
が
り
を
持
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
島
人
の
内
に
秘
め
た
る
好
奇
心
の

強
み
で
あ
ろ
う
か
。
田
畑
を
耕
し
な
が
ら
物
語
の
情
景
を
描
写
し
、
土
の
上
か
ら
自
然
に
感
謝
し
、

素
謡
に
し
て
感
性
を
深
め
た
。
こ
う
し
て
人
々
の
生
活
に
入
り
込
み
島
の
文
化
と
な
っ
て
い
っ
た
。

か
け
離
れ
て
い
る
よ
う
で
実
は
密
接
に
繋
が
る
「
農
」と「
能
」。
佐
渡
の
雄
大
な
田
園
を
眺
め
て

い
る
と
、
お
能
が
広
ま
っ
た
理
由
が
や
ん
わ
り
と
わ
か
る
気
が
し
て
く
る
。
き
っ
と
未
来
人
も

佐
渡
の
お
能
を
必
要
と
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。

飛
天
双
○
能
、
佐
渡

農
と
能
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花
ま
つ
り
に
開
催
さ
れ
る
「
飛
天
双
◯
能 

佐
渡
」

主
催
代
表
と
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

「
飛
天
双
◯
能 

佐
渡
」
開
催
準
備
の
為
に
、
こ
の

１
年
以
上
に
わ
た
り
佐
渡
へ
と
通
い
続
け
て
参
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
数
々
の
出
会
い
御
縁
を
い
た
だ
き

佐
渡
の
方
々
よ
り
心
温
ま
る
お
力
添
え
を
頂
き
、
今

回
喜
び
と
共
に
開
催
す
る
こ
と
と
成
り
ま
し
た
こ
と

誠
に
有
り
難
く
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

佐
渡
は
申
す
ま
で
も
な
く
「
能
の
島
」
と
呼
ば
れ
、

島
中
に
在
る
能
舞
台
に
お
い
て
佐
渡
に
暮
ら
す
方
々

に
よ
る
能
が
日
々
の
暮
ら
し
に
根
付
く
生
活
文
化
と

し
て
継
承
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

能
は
本
来
同
じ
発
声
の
農
と
同
じ
意
味
と
し
て
能

力
や
能
う
な
ど
、
も
の
を
産
み
出
す
力
を
表
し
て
お

り
ま
す
。
農
業
の
農
は
衣
食
住
全
て
の
、
も
の
作
り

に
関
わ
る
こ
と
を
表
す
故
に
「
お
百
姓
さ
ん
」
と
言

わ
れ
ま
す
。
農
と
能
」
と
の
関
わ
り
は
切
り
離
す
事

の
出
来
な
い
唯
一
無
二
の
関
係
で
す
。

農
で
産
み
出
さ
れ
た
衣
食
住
全
て
に
亘
る
も
の
作

り
の
成
果
を
披
露
し
神
仏
祖
先
に
捧
げ
る
「
ま
つ
り

ご
と
」
の
場
が
「
能
楽
」
の
役
割
に
な
り
ま
す
。
佐

渡
の
風
土
が
育
ん
だ
衣
食
住
の
産
物
縁
の
品
々
を
身

に
付
け
手
に
と
っ
て
謡
、
舞
、
囃
す
こ
と
で
、
佐
渡

の
風
土
と
人
々
が
ひ
と
つ
に
調
和
す
る
こ
と
に
な
る

飛
天
双
◯
能 

佐
渡

「
ま
つ
り
」つ
ま
り
間
が
釣
り
合
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

佐
渡
の
姿
は
25
年
先
の
日
本
の
未
来
の
姿
を
現
す

と
言
わ
れ
る
日
本
の
縮
図
で
す
。
伝
統
文
化
継
承
、

少
子
高
齢
化
や
食
料
自
給
率
低
下
、
医
療
問
題
な
ど

様
々
な
社
会
問
題
は
我
々
現
代
に
生
き
る
者
に
と
り

ま
し
て
も
切
実
な
問
題
で
す
が
、
翻
っ
て
こ
の
佐
渡

が
率
先
し
て
様
々
な
課
題
を
克
服
し
素
晴
ら
し
い
日

本
の
姿
を
表
せ
ば
、
こ
れ
か
ら
先
の
輝
か
し
い
未
来

の
雛
形
に
な
り
ま
す
。

こ
の
度
の
「
飛
天
双
◯
能 

佐
渡
」
は
今
な
お
現
存

す
る
能
舞
台
を
可
能
な
限
り
巡
り
、
嘗
て
島
中
が
能

に
満
た
さ
れ
て
い
た
佳
き
時
代
を
思
い
出
し
て
頂
き
、

伝
統
文
化
継
承
へ
の
励
み
に
な
る
一
助
と
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

今
回
の
御
縁
を
大
切
に
毎
年
継
続
し
関
わ
り
を
保

つ
事
で
、
25
年
先
の
日
本
の
姿
が
素
晴
ら
し
い
も
の

に
な
る
事
を
信
じ
て
佐
渡
と
共
に
こ
れ
か
ら
先
も
歩

ん
で
行
く
覚
悟
で
す
。
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
能
楽

と
言
う
も
の
の
本
質
を
見
直
す
機
会
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

佐
渡
と
の
「
ま
つ
り
あ
い
」
が
出
来
ま
す
こ
と
に

感
謝
し
御
礼
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彌
榮
　
　
　
　
　
大
倉
正
之
助
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令
和
８
年
２
月
８
日
㈰
、
内
宮
二
部
当
直
（
宿
衛
長
）
に
入
る
前
に
、
大

倉
正
之
助
さ
ん
か
ら
ケ
イ
タ
イ
に
電
話
が
入
り
ま
し
た
。
春
分
の
日
の
内
宮

参
集
殿
能
舞
台
で
の
奉
納
と
４
月
５
日
㈰
か
ら
８
日
㈬
ま
で
佐
渡
島
で
開
催

さ
れ
る
飛
天
双
○
能
へ
の
お
誘
い
で
あ
り
ま
し
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
ご

挨
拶
と
ご
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
が
、
後
者
に
関
し
て
は
、
関
西
方
面

の
方
々
の
神
宮
研
修
会
と
愛
知
県
神
社
庁
教
化
研
修
会
と
が
目
地
を
押
し
で

４
月
上
旬
の
日
程
が
重
な
り
、
佐
渡
島
に
は
残
念
な
が
ら
行
け
ま
せ
ん
と
お

伝
え
申
し
上
げ
る
と
、
ご
挨
拶
分
だ
け
で
も
頂
戴
で
き
な
い
か
と
依
頼
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
茲
に
し
た
た
め
ま
す
。

　
多
賀
大
社
か
ら
始
ま
っ
た
飛
天
双
○
能
の
奉
納
は
、
２
回
目
が
伊
勢
の
神

宮
、
昨
年
が
鞆
の
浦
で
、
今
回
が
佐
渡
島
と
４
回
目
を
迎
え
ま
し
た
こ
と
を

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
第
63
回
神
宮
式
年
遷
宮
の
諸
祭
・
諸
行
事

が
順
調
に
執
り
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
倉
さ
ん
に
は
、「
遷
宮
の
こ

と
を
紹
介
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
」
と
お
願
い
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
以
下

神
宮
式
年
遷
宮
の
総
説
と
し
て
、
古
代
・
中
世
の
概
略
に
つ
い
て
、
か
な
り

長
く
な
り
ま
す
が
以
下
、
解
説
致
し
ま
す
。
な
お
、
近
代
・
近
世
の
概
略
に

つ
い
て
は
、
考
を
改
め
、
来
年
の
挨
拶
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

お
含
み
置
き
の
程
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
神
宮
の
式
年
遷
宮
と
は
、
20
年
に
一
度
、
を
は
じ
め
諸
殿
舎
、・
神
宝
に

至
る
ま
で
す
べ
て
を
新
た
に
造
り
替
え
、
大
御
神
に
お
遷
り
い
た
だ
く
祭

り
を
い
い
ま
す
。
式
年
と
は
「
定
め
ら
れ
た
年
」
と
い
う
意
味
で
、
延
暦

23
年
（
８
０
４
）
に
撰
述
さ
れ
た
『
』
に
「
常
に
二
十
箇
年
を
限
り
て
一
度
、

に
遷
し
奉
る
」
と
あ
り
、
20
年
に
一
度
と
い
う
式
年
の
根
拠
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
延
喜
５
年
（
９
０
５
）
に
編
纂
が
は
じ
め
ら
れ
延
長
５
年

（
９
２
７
）
に
成
立
し
た
、
古
代
法
典
『
』
に
よ
れ
ば
、
国
家
の
威
信
を
か

け
て
皇
大
神
宮
正
殿
・
・
及
び
を
20
年
に
一
度
新
造
し
、（
豊
受
大
神
宮
）・

別
宮
等
も
こ
れ
に
倣
い
、
宮
地
は
二
所
を
定
め
て
交
互
に
遷
座
す
る
旨
が

は
っ
き
り
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
古
く
後
醍
醐
天
皇
の
元
亨
３
年
（
１
３
２
３
）
内
宮
第
34
回
遷
宮

（
式
年
遷
宮
を
古
く
は
正
遷
宮
と
称
す
）
ま
で
は
「
式
月
式
日
」
と
申
し
上

げ
、
遷
宮
を
行
う
月
日
が
定
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
内
宮
は
旧
暦
９
月
16
日
、

外
宮
は
２
年
後
の
９
月
15
日
と
い
ず
れ
も
の
日
に
行
わ
れ
る
の
を
通
例
と
し
、

飛
天
双
○
能
の
奉
納
に
際
し
て

―
古
代
・
中
世
の
神
宮
式
年
遷
宮
概
説
―神

宮
参
事
／
広
報
室
次
長
　
音
羽
　
悟

大
御
神
に
瑞
々
し
く
な
っ
た
新
殿
へ
お
遷
り
い
た
だ
い
た
後
に
、
新
穀
を
た

て
ま
つ
る
の
が
本
来
の
姿
で
あ
り
ま
し
た
。
式
年
遷
宮
が
神
嘗
祭
と
不
可
分

の
性
格
を
も
つ
祭
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
大
神
嘗
祭
」
と
も
称
さ
れ
る
由
縁

で
あ
り
ま
す
。

　
式
年
遷
宮
の
初
見
は
、
内
宮
禰
宜
家
に
代
々
伝
え
ら
れ
た
古
い
記
録
文
と

日
記
を
も
と
に
神
主
と
そ
の
子
孫
た
ち
が
編
纂
し
た
『
』（
平
安
後
期
成
立
）

に
み
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
天
武
天
皇
の
朱
雀
３
年
９
月
20
日
の
条

に
、
20
年
一
度
の
遷
宮
は
「
立
て
て
長
き
例
と
為
す
な
り
」
と
あ
り
、
持
統

天
皇
即
位
４
年
（
６
９
０
）
に
内
宮
、
同
六
年
外
宮
に
お
い
て
、
始
め
て
遷

御
が
斎
行
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
朱
雀
と
い
う
年
号
は
私
年
号

の
た
め
、
史
実
に
照
ら
せ
ば
天
武
天
皇
の
御
代
に
は
当
て
は
ま
ら
ず
、
式
年

遷
宮
が
制
度
化
さ
れ
た
の
は
、
持
統
天
皇
の
御
代
に
至
っ
て
の
こ
と
と
有
力

視
さ
れ
ま
す
が
、「
天
武
天
皇
の
御
宿
願
に
よ
る
も
の
」
と
の
学
説
が
定
着

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
立
制
以
前
の
造
営
に
つ
い
て
は
、
同
書
に
「
朱
雀
（
朱
鳥
）
三
年

以
往
の
例
は
二
所
太
神
宮
の
殿
舎
、
御
門
、
御
垣
等
は
宮
司
が
破
損
の
時
を

相
待
ち
、
修
補
し
奉
る
例
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
著
し
い
破
損
に
よ
り
尊

厳
を
護
持
し
が
た
い
と
き
、
宮
司
が
こ
れ
を
修
補
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　
20
年
を
式
年
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
は
前
遷
宮
か
ら

数
え
て
20
年
目
（
実
年
数
は
19
年
で
あ
る
が
、
旧
暦
で
の
換
算
は
19
年
７
閏

と
な
る
）、
遷
御
は
式
月
式
日
に
行
わ
れ
る
の
が
常
で
あ
り
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
後
村
上
天
皇
の
第
３
５
回
内
宮
正
遷
宮
は
先
例
よ
り
１
年
遅
れ
て
21
年

目
（
実
年
数
20
年
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
以
後
年
数
も
一
定
せ
ず
、
つ
い
に

南
北
朝
時
代
の
戦
乱
の
世
で
は
正
遷
宮
が
遅
延
す
る
擁
怠
期
を
迎
え
ま
し
た
。

室
町
初
期
に
一
度
安
定
期
を
迎
え
ま
す
が
、
寛
正
３
年
（
１
４
６
２
）
の
第

40
回
内
宮
正
遷
宮
斎
行
を
以
て
中
絶
し
、
修
理
を
重
ね
て
そ
の
危
機
を
凌
い

だ
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

　
平
安
か
ら
鎌
倉
に
至
る
15
ヶ
度
の
遷
宮
記
録
よ
り
例
証
を
抄
出
し
た
『
遷

宮
』（
１
３
６
２
）
に
「
皇
家
第
一
の
重
事
、
神
宮
無
双
の
大
営
也
」
と
称
せ

ら
れ
る
よ
う
に
、
立
制
以
来
国
家
の
公
的
制
度
の
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
斎

行
に
つ
い
て
は
時
の
国
家
、
行
政
機
関
が
天
皇
の
命
を
受
け
て
責
任
を
も
っ

て
行
う
こ
と
を
原
則
と
し
て
き
ま
し
た
。『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
に
は
、
京

都
か
ら
と
い
う
監
督
権
を
持
つ
官
吏
が
木
工
48
人
を
率
い
て
赴
任
し
、伊
勢
・

美
濃
・
尾
張
・
三
河
・
遠
江
の
５
ヶ
国
か
ら
国
ご
と
に
国
司
・
郡
司
が
役
夫

を
率
い
て
従
事
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
や
や
下
っ
て
『
延
喜
大

神
宮
式
』
に
は
造
宮
使
に
対
す
る
給
付
や
工
匠
・
役
夫
に
対
す
る
糧
食
な
ど

は
、
す
べ
て
神
郡
及
び
神
戸
の
神
税
を
用
い
、
不
足
の
場
合
は
正
税
（
国
庫
）

か
ら
補
充
す
べ
き
こ
と
が
み
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
遷
宮
に
か
か

る
国
家
的
意
義
の
容
易
な
ら
ざ
る
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。
以
上
長
く
な
り
ま

し
た
が
、
古
代
・
中
世
に
お
け
る
神
宮
式
年
遷
宮
の
概
説
を
致
し
ま
し
た
。

ま
た
大
倉
さ
ん
か
ら
、
来
年
度
の
奉
納
に
つ
い
て
も
お
誘
い
い
た
だ
く
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
近
世
・
近
代
の
概
説
に
つ
い
て
は
、
来
年
の
ご
挨

拶
文
に
と
っ
て
お
く
こ
と
と
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。
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4月6日午後始め（非公開）
越敷神社
　

4月8日8時始め　　
歌代神社
佐渡市加茂歌代3963-1

4月8日8時始め
大山祇神社
佐渡市相川下山之神町

4月8日8時 40 分始め
総源寺
佐渡市相川下山之神町３

4月8日8時始め
小泊白山神社 能舞台
新潟県佐渡市 羽茂小泊 1494

4月8日8時始め
加茂神社 能舞台
新潟県佐渡市栗野江

4月8日8時始め
大膳神社　能舞台
佐渡市竹田562-1

4月8日10 時半始め
大崎白山神社 能舞台
佐渡市羽茂大崎1650

4月8日12時始め　
多門寺　特設舞台
佐渡市平清水1003 番地

4月8日12時始め と 18時始め
佐渡諏訪神社（潟端）能舞台

大椋神社
佐渡市徳和（未定）

飛天双◯能 佐渡　演能場所・日時
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17 16
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能
楽
師
紹
介

観世流
シテ方

赤井きよ子

和泉流
狂言方

泉愼也

観世流
シテ方

上野朝義

宝生流
シテ方

上野能寛

森田流	
笛方

赤井要佑

金春流
シテ方

井上貴覚

観世流
シテ方

上野雄介

喜多流
シテ方

内田成信

森田流
笛方

相原一彦

喜多流
シテ方

粟谷浩之

観世流
シテ方

上野朝彦

大倉流
大鼓方

上野義雄

金春流
シテ方

雨宮悠大

金春流
太鼓方

上田慎也

観世流
シテ方

上野雄三

宝生流
ワキ方

梅村昌功

観世流
シテ方

梅若紀佳

観世流
シテ方

梅若雄一郎

大倉流
大鼓方

大倉栄太郎

観世流
シテ方

梅若紀影

観世流
シテ方

梅若紀長

観世流
シテ方

梅若志長

大倉流
大鼓方

大倉正之助

観世流
シテ方

馬野正基

観世流
シテ方

梅若猶義

観世流
シテ方

梅若泰志

大蔵流
狂言方

大藏章照

金春流
太鼓方

姥浦理紗

観世流
シテ方

梅若千音世

観世流
シテ方

梅若雅一

金春流
太鼓方

大川典良

金春流
シテ方

大塚龍一郎

喜多流
シテ方

大村定

喜多流
シテ方

大島輝久

大蔵流
狂言方

大藏彌太郎

大倉流
大鼓方

大村滋二
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高安流
大鼓方

柿原光博

喜多流
シテ方

金子敬一郎

喜多流
シテ方

狩野了一

幸流
小鼓方

幸信吾

観世流
シテ方

小早川泰輝

喜多流
シテ方

佐々木多門

宝生流
シテ方

柏山聡子

喜多流
シテ方

金子龍晟
大鼓方

鬼頭英二

幸流
小鼓方

幸泰平

観世流
シテ方

小早川康充

喜多流
シテ方

佐藤寛泰

喜多流
シテ方

香川靖嗣

観世流
太鼓方

加藤洋輝

喜多流
シテ方

狩野祐一

大蔵流
狂言方

黒川亮

幸清流
小鼓方

後藤嘉津幸

森田流
笛方

齋藤敦

金春流
シテ方

加々井猛

観世流
シテ方

加藤眞悟

観世流
シテ方

加野鉄音

森田流
笛方

熊本俊太郎

大蔵流
狂言方

小斉平真路

観世流
シテ方

古室知也

幸流
小鼓方

住駒充彦

宝生流
シテ方

澤田宏司

高安流
ワキ方

髙安受壽

一噌流
笛方

高村裕

宝生流
ワキ方

高橋正光

大蔵流
狂言方

茂山千三郎

幸流
小鼓方

住駒匡彦

宝生流
シテ方

佐野登

喜多流
シテ方

高林呻二

大蔵流
狂言方

茂山忠三郎

喜多流
シテ方

佐藤陽

喜多流
シテ方

高林昌司

宝生流
シテ方

辰巳大二郎

和泉流
狂言方

奥津健太郎

喜多流
シテ方

長田郷

和泉流
狂言方

小笠原由祠
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宝生流
シテ方

土屋周子

喜多流
シテ方

友枝真也

金春流
シテ方

中村昌弘

観世流
シテ方

萩原郁也

観世流
シテ方

津村禮次郎

喜多流
シテ方

友枝雄人

大蔵流
狂言方

中村陸

観世流
シテ方

長谷川晴彦

金春流
シテ方

辻井八郎

観世流
太鼓方

徳田宗久

喜多流
シテ方

長島茂

観世流
シテ方

野村昌司

森田流
笛方

槻宅聡

観世流
シテ方

寺澤幸祐

和泉流
狂言方

中尾史生

和泉流
狂言方

能村晶人

喜多流
シテ方

谷友矩

幸流
小鼓方

林大和

幸流
小鼓方

林大輝

幸流
小鼓方

林吉兵衛

高安流
ワキ方

原大

大倉流
小鼓方

久田陽春子

大倉流
小鼓方

久田舜一郎

高安流
ワキ方

原陸

宝生流
シテ方

藤井秋雅

金春流
シテ方

本田芳樹

金春流
シテ方

本田布由樹

幸清流
小鼓方

船戸昭弘

大蔵流
狂言方

宮﨑大知

金春流
シテ方

山井綱雄

喜多流
シテ方

松井俊介

福王流
ワキ方

村瀬提

宝生流
シテ方

山内崇生

和泉流
狂言方

三宅近成

宝生流
ワキ方

安田登

和泉流
狂言方

三宅右矩

幸清流
小鼓方

森澤勇司

宝生流
ワキ方

舘田善博

宝生流
シテ方

辰巳満次郎

宝生流
シテ方

辰巳孝弥
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大蔵流
狂言方

山本善之

一噌流
笛方

リチャード・エマート

金春流
シテ方

山中一馬

幸流
小鼓方

横山幸彦

金春流
シテ方

涌井明

藤田流
笛方

山村友子

金春流
シテ方

吉成大四郎

観世流
シテ方

山中雅志

金春流
太鼓方

吉谷潔

大蔵流
狂言方

山口耕道

観世流
シテ方

山中迓晶

金春流
シテ方

山下秀樹

力つよく刻まれた佐渡の日常

能舞台のある森　高橋信一

協力 佐渡版画美術館

高校の美術講師だった高橋信一さんの教えにより島内各地に版画グループが
生まれ、それはやがて佐渡版画村運動となった。その作品たちを見て欲しい。
農家や漁民が日々の作業の隙間に掘ったという版画にたいへん感嘆する。やはり
広大な佐渡の土は文化の根っこを支えている。いま質の高い生活の普及は、
過疎化だけで終わらさないという現代人が生きる知恵の土台になる。世界中が
探し求めている本質の源流は土に忍んでいる。
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―
―
こ
の
一
年
毎
月
佐
渡
に
お
邪
魔
し
て
佐
渡
の
四
季
の

景
色
を
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
地
に
能
舞
台
が
沢
山

あ
る
事
へ
日
に
日
に
理
解
が
進
ん
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
大
膳
神
社
さ
ん
の
舞
台
は
島
内
最
古
と
も
聞
き
ま
す

が
、
宮
司
は
何
代
目
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

　
私
で
30
代
目
で
す
。
佐
渡
の
こ
の
場
所
で
お
宮
を
守
っ

て
い
く
と
言
い
ま
し
ょ
う
か
、
継
い
で
い
く
と
言
い
ま

し
ょ
う
か
。
多
分
で
す
が
ご
先
祖
方
や
先
輩
方
も
、
色
ん

な
意
味
で
簡
単
じ
ゃ
な
か
っ
た
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
綺

麗
事
や
理
屈
だ
け
で
は
絶
対
い
か
な
い
で
し
ょ
う
し
、
い

ろ
ん
な
都
合
も
あ
り
事
情
も
あ
り
、
そ
の
中
で
こ
れ
だ

け
の
長
い
時
間
が
流
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

先
輩
方
は
本
当
に
大
変
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
な
と
心
か
ら
思

い
ま
す
。
だ
け
ど
そ
ん
な
中
で
も
私
が
分
か
る
範
囲
の
先

輩
方
、
つ
ま
り
私
の
婆
さ
ん
だ
と
か
そ
の
ぐ
ら
い
の
年
代

の
人
た
ち
が
、
と
に
か
く
能
が
好
き
だ
っ
た
っ
て
い
う
姿

が
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど

も
守
り
た
か
っ
た
ん
だ
な
と
、
そ
の
一
心
で
や
っ
て
き
た

ん
だ
ろ
う
な
と
思
う
と
、
私
も
な
ん
と
か
そ
れ
を
継
い
で

バ
ト
ン
を
後
ろ
に
渡
し
て
い
き
た
い
な
、
い
け
た
ら
い
い

な
っ
て
思
い
ま
す
。

―
―
宮
司
が
子
供
の
頃
よ
り
ず
っ
と
前
か
ら
こ
の
能
舞
台

は
あ
っ
た
の
で
す
も
の
ね

　
そ
う
で
す
ね
。
記
憶
の
中
に
ず
っ
と
あ
り
ま
す
ね
。
私

は
こ
の
地
で
生
ま
れ
て
、
私
が
小
さ
い
時
に
明
治
20
年
代

の
生
ま
れ
の
祖
母
が
お
り
ま
し
て
、
も
う
亡
く
な
っ
て
お

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
と
に
か
く
ひ
た
す
ら
能
が
好
き
だ
っ

た
。
よ
く
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
「
地
元
の
人
々
に
密
着
し

た
能
」
な
ん
て
い
う
言
葉
を
聞
き
ま
す
け
ど
も
、
と
は
い

え
普
通
の
生
活
の
中
で
そ
ん
な
に
能
が
顔
を
出
し
て
く
る

わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
た
だ
、
時
と
し
て
祖
母
の
姿
か

ら
は
「
密
着
」
を
実
感
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
。
例
え

ば
祖
母
が
風
呂
に
入
っ
て
い
る
時
な
ど
に
自
然
に
鼻
歌
を

歌
う
よ
う
な
感
覚
で
能
が
出
て
く
る
っ
て
い
う
の
で
し
ょ

う
か
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
の
距
離
感
の
近
さ
で
す
。
能

の
話
が
始
ま
る
と
止
ま
ら
な
い
で
す
よ
。
佐
渡
弁
で
言
う

と
、「
能
ほ
ど
い
い
も
ん
あ
る
か
っ
ち
ゃ
」
っ
て
言
う
ん

で
す
よ
ね
。
風
呂
に
入
っ
て
「
羽
衣
」
な
ど
の
一
節
な
ん

か
を
婆
さ
ん
が
湯
船
に
浸
か
り
な
が
ら
気
持
ち
よ
さ
そ
う

に
歌
っ
て
る
。
ま
た
あ
る
時
に
は
そ
こ
に
隣
の
じ
い
さ
ん

が
来
て
「
あ
あ
、
能
ほ
ど
い
い
も
ん
あ
る
か
っ
ち
ゃ
」
っ

て
佐
渡
弁
で
話
を
し
て
い
る
そ
の
感
じ
。

　
天
気
の
よ
い
時
に
芝
生
に
ペ
タ
ッ
と
座
っ
て
じ
ー
っ
と

一
日
中
能
舞
台
を
見
て
い
る
あ
の
爺
さ
ん
婆
さ
ん
た
ち
の

姿
っ
て
い
う
の
は
鮮
明
に
覚
え
て
ま
す
。
何
を
言
う
わ
け

で
も
な
く
ひ
た
す
ら
ず
っ
と
「
い
い
な
ぁ
」
っ
て
喋
っ
て

い
る
。
何
が
ど
う
い
う
意
味
だ
か
わ
か
ら
な
い
子
供
か
ら

す
る
と
「
あ
、
そ
う
な
の
」
み
た
い
な
感
じ
だ
っ
た
の
で

す
け
ど
、
本
当
に
嬉
し
そ
う
に
「
あ
あ
、
能
ほ
ど
い
い
も

ん
あ
る
か
っ
ち
ゃ
」
を
言
い
続
け
て
い
る
。
あ
っ
た
か
い

日
の
中
で
亡
く
な
っ
た
爺
さ
ん
婆
さ
ん
達
が
そ
う
い
う
会

話
を
し
て
い
る
姿
は
と
に
か
く
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
も
う
ボ
ロ
ボ
ロ
に
傷
ん
で
い
る
能
舞
台
で
す
け

れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
先
輩
方
の
た
め
に
も
と
い
う
か
、
そ

の
思
い
の
た
め
に
も
何
と
し
て
で
も
残
し
て
い
か
な
き
ゃ

な
っ
て
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
す
み
ま
せ
ん
、
昔

話
で
す
。

　
そ
れ
で
も
若
い
方
で
少
数
で
す
け
ど
ね
、
能
に
関
わ
っ

て
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
い
ま
す
し
。
隣
の
集
落
で
は
プ
ロ
に

な
ら
れ
た
方
も
い
た
り
と
か
。
も
ち
ろ
ん
数
は
少
な
い
で

す
け
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
過
去
と
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
だ

な
っ
て
い
う
感
じ
は
し
ま
す
。
例
祭
の
能
が
復
活
し
て
か

ら
は
ず
っ
と
真
野
の
能
楽
会
の
方
が
奉
納
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
い
ろ
ん
な
方
が
舞
台
を
使
っ

て
い
ろ
ん
な
も
の
を
演
じ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
時
に
は

全
国
か
ら
い
ら
し
て
舞
台
を
使
っ
て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
さ

れ
て
い
る
。
あ
り
が
た
い
な
と
、嬉
し
い
な
と
思
い
ま
す
ね
。

　
有
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
と
い
う
の
も
要
す
る
に
能
と

い
う
と
て
も
大
事
な
芸
能
で
し
ょ
う
か
ね
、
こ
れ
を
演
じ

て
い
く
場
所
と
し
て
の
建
物
の
文
化
財
指
定
な
ん
だ
と
い

う
よ
う
な
説
明
を
受
け
て
、
使
い
続
け
て
い
る
こ
と
が
大

事
だ
と
。
そ
う
い
う
趣
旨
か
ら
言
っ
て
も
本
当
に
使
っ
て

い
た
だ
く
っ
て
い
う
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
あ
り
が
た
い
事
か
。

こ
こ
の
能
舞
台
は
よ
ぼ
よ
ぼ
の
お
爺
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
ま

す
が
ま
だ
ま
だ
現
役
だ
ぞ
と
い
う
よ
う
な
。
い
い
意
味
で

の
張
り
切
り
と
い
う
か
、
負
け
る
も
ん
か
み
た
い
な
。
頑

張
っ
て
く
れ
て
る
な
っ
て
い
う
感
じ
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ

う
す
る
と
こ
っ
ち
も
応
援
で
頑
張
れ
っ
て
な
り
ま
す
し
。

　―
―
能
舞
台
を
繋
い
で
ゆ
く
誇
り
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ

日
野
八
潮
さ
ん
　
大
膳
神
社
宮
司

佐渡の
能舞台
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ま
し
た
し
、
ま
た
そ
れ
に
伴
う
責
任
を
重
ん
じ
て
お
い
で

な
の
か
な
と
も
思
い
ま
し
た
。
こ
の
現
代
に
あ
れ
だ
け
の

能
舞
台
を
維
持
し
て
い
く
大
変
さ
と
か
あ
る
と
思
う
の
で

す
。
も
し
よ
ろ
し
け
れ
ば
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
教
え
て
い

た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　　
一
般
的
に
考
え
て
想
像
つ
く
こ
と
で
す
が
や
っ
ぱ
り
維

持
費
が
か
か
り
ま
す
。
具
体
的
に
言
え
ば
屋
根
の
茅
が
な

か
っ
た
り
、
茅
を
葺
く
職
人
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な

か
っ
た
り
。
ま
あ
ま
あ
お
金
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
よ

ね
。
じ
ゃ
あ
お
金
お
金
っ
て
騒
ぐ
と
む
し
ろ
逆
で
、
そ
ん

な
こ
と
ば
か
り
を
や
っ
て
る
と
、
み
ん
な
誰
が
行
く
か
あ

ん
な
所
っ
て
。
私
だ
っ
た
ら
そ
ん
な
所
へ
行
き
た
く
な
い

で
す
し
。
笑
。
難
し
い
と
こ
で
す
よ
ね
。

　
か
と
い
っ
て
お
金
な
ん
か
別
に
い
ら
ね
え
よ
っ
て
（
笑
）、

言
っ
て
み
た
い
も
の
の
だ
け
ど
も
、
お
金
が
な
い
と
舞
台

が
壊
れ
ち
ゃ
う
と
い
う
の
も
本
当
で
す
。
少
な
く
と
も
言

え
る
の
は
、
能
舞
台
は
私
個
人
の
持
ち
物
じ
ゃ
な
い
っ
て

い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
幼
稚
な
言
い
方
に
な
り
ま
す
が
、

神
様
の
も
の
だ
っ
て
い
う
の
が
ま
ず
前
提
で
す
。
神
社
の

も
の
っ
て
こ
と
は
要
す
る
に
神
様
の
も
の
。
神
様
と
私
は

会
っ
た
こ
と
な
い
ん
で
す
け
ど
、
会
っ
た
こ
と
な
い
け
ど

も
何
か
多
分
き
っ
と
神
様
っ
て
す
ご
い
存
在
だ
と
思
う
の

で
す
ね
。
そ
の
神
様
の
も
の
だ
と
し
た
ら
一
生
懸
命
に
能

舞
台
を
守
っ
て
い
き
た
い
し
、
私
ら
は
そ
こ
に
多
分
繋

が
っ
て
い
る
存
在
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
懸
命
に

な
ん
と
か
し
て
お
気
持
ち
に
沿
い
た
い
、
あ
る
い
は
一
生

懸
命
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
っ
て
い
う
気
持
ち
で
す
ね
。

う
ま
く
言
え
ま
せ
ん
け
ど
。
あ
と
や
は
り
一
番
大
変
な
と

こ
ろ
は
、人
の
確
保
で
す
。
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―
今
回
の
飛
天
双
○
能
で
ご
奉
納
を
終
え
た
後
、
来
て

く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
や
は
り
何
か
理
解
を
持
っ
て
帰
っ
て

い
た
だ
き
た
い
な
っ
て
い
う
気
持
ち
が
あ
る
の
で
す
。

　
ど
う
し
て
能
舞
台
が
お
宮
に
あ
る
か
と
い
う
と
、
基
本

は
神
様
に
見
て
い
た
だ
く
た
め
で
す
も
の
ね
。
奉
納
と
い

う
形
は
も
ち
ろ
ん
神
様
に
見
て
も
ら
う
た
め
で
す
。
き
っ

と
そ
の
姿
は
神
様
に
見
え
る
の
で
は
な
い
か
な
っ
て
い

う
気
が
し
ま
す
。
ま
あ
、
ち
っ
ち
ゃ
い
声
で
言
い
ま
す
が
、

私
は
神
様
に
会
っ
た
こ
と
な
い
も
の
で
す
か
ら
ね
（
笑
）。

で
す
が
奉
納
を
す
る
こ
ち
ら
側
の
気
持
ち
が
大
事
な
の
だ

ろ
う
な
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
う
思
う
と
舞
台
を
使
っ
て
い

た
だ
く
っ
て
い
う
こ
と
は
神
様
に
見
て
も
ら
お
う
と
い
う

想
い
で
演
じ
て
い
た
だ
く
。
そ
う
い
う
場
所
と
し
て
使
っ

て
い
た
だ
く
と
い
う
機
会
が
あ
る
っ
て
い
う
の
は
、
す
ご

く
あ
り
が
た
い
と
い
う
か
心
に
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
一
生
懸
命
に
能
舞
台
を
維
持
し
て
い
る
。

傷
ん
だ
ら
治
す
。
痛
ま
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
。
ま
あ

傷
ん
で
ま
す
け
ど
も
。
そ
れ
で
も
掃
除
を
す
る
と
か
。
要

す
る
に
そ
う
い
う
事
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
使
っ
て
い
た
だ大膳神社宮司　日野八潮

く
た
め
に
、
神
様
の
た
め
に
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
戻
っ
て

い
く
ん
だ
ろ
う
な
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

―
―
宮
司
に
と
っ
て
大
膳
神
社
の
能
舞
台
は
ど
う
い
っ
た

存
在
で
す
か

　
私
た
ち
と
神
様
を
繋
い
で
く
れ
る
大
事
な
場
所
と
言
っ

た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。
能
と
い
う
素
晴
ら
し
い
芸
能
を

通
し
て
私
た
ち
が
神
様
と
つ
な
が
る
機
会
を
得
ら
れ
る
ん

だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
と
っ
て
も
大
事
な
機
会
を
提
供
し
て

く
れ
る
場
所
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
ま
た
み
ん
な
で
見

て
い
た
だ
い
て
、
共
有
し
て
も
ら
う
た
め
の
場
所
。
そ
れ

こ
そ
最
近
の
流
行
り
の
言
葉
で
言
え
ば
、「
い
い
ね
」
み

た
い
な
も
の
で
す
け
ど
も
。
そ
れ
こ
そ
さ
き
ほ
ど
話
し
た

お
婆
さ
ん
の
話
で
「
能
ほ
ど
い
い
も
ん
あ
る
か
っ
ち
ゃ
、

な
あ
」「
そ
う
そ
う
、
そ
う
だ
な
ぁ
」
っ
て
い
う
あ
の
ト
ー

ン
。
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
「
な
ぁ
な
ぁ
」。
そ
れ
が
今
風
に

言
う
と
「
だ
よ
ね
」
や
「
い
い
ね
」
に
な
る
の
か
な
っ
て

い
う
感
じ
が
し
ま
す
し
。
み
ん
な
で
「
そ
う
だ
ね
」
と
一

緒
に
共
有
す
る
た
め
の
大
事
な
場
所
。
神
様
へ
向
け
て
演

じ
て
く
だ
さ
る
方
と
、
そ
れ
を
見
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
私

た
ち
と
も
共
有
で
き
る
。
観
客
同
士
で
も
共
有
で
き
る
。

　
佐
渡
に
は
こ
れ
だ
け
舞
台
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
新
潟
県

と
い
う
の
は
お
宮
が
一
番
多
い
そ
う
で
、
さ
ら
に
そ
の
中

で
も
佐
渡
っ
て
い
う
の
は
と
て
も
多
い
そ
う
で
す
。
島
を

周
る
と
分
か
る
よ
う
に
海
岸
線
浦
々
に
一
つ
出
っ
張
り
曲

が
る
と
す
ぐ
ま
た
お
宮
。
ま
た
お
宮
、
ま
た
お
宮
み
た
い

に
ね
。
沢
山
の
お
宮
、
お
寺
さ
ん
も
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す

し
。
き
っ
と
心
の
中
で
神
様
や
仏
様
な
ど
そ
う
い
う
目
に

見
え
な
い
け
ど
も
大
事
っ
て
い
う
も
の
を
本
当
に
大
事
に

し
て
き
た
と
い
う
佐
渡
の
皆
さ
ん
の
気
持
ち
が
そ
こ
に
現

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
も
そ
れ
を
や
っ
ぱ
り
大
事
に

し
て
い
く
。
そ
れ
に
関
わ
れ
る
っ
て
い
う
の
が
一
番
の
喜

び
で
も
あ
り
ま
す
ね
。
あ
り
が
た
い
場
所
な
の
で
す
。

２
０
２
６
年
1
月
　
大
膳
神
社
に
て
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―
―
佐
渡
諏
訪
神
社
（
潟
端
）
能
舞
台
を
管
理
さ
れ
て
ま

す
が
、
何
故
担
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か

　
40
年
く
ら
い
前
に
東
京
の
観
世
会
・
津
村
禮
次
郎
さ
ん

が
私
ど
も
の
舞
台
を
使
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。
当
時
、

多
分
う
ち
の
父
は
区
長
で
し
た
が
、
貸
す
た
め
に
は
舞
台

を
使
え
る
よ
う
に
直
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
舞
台
を
直

し
に
行
っ
て
た
ん
で
す
。
父
は
百
姓
と
い
う
か
手
先
が
器

用
で
大
工
仕
事
も
少
し
は
で
き
た
の
で
ね
。
父
は
私
と

違
っ
て
酒
を
飲
ん
で
遅
く
帰
る
と
い
う
こ
と
も
な
か
っ
た

人
で
す
が
、
夜
8
時
過
ぎ
に
な
っ
て
も
家
へ
帰
っ
て
こ
な

い
。
母
親
は
心
配
症
な
人
で
私
に
行
っ
て
こ
い
と
い
う
か

ら
神
社
ま
で
見
に
行
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
し
た
ら
父
親
が

鏡
の
間
で
鉋
を
か
け
な
が
ら
、
先
生
と
学
生
が
能
の
稽
古

し
て
い
る
姿
を
ず
っ
と
見
て
い
て
、
そ
れ
で
私
に
「
い
い

な
あ
」
っ
て
言
っ
た
ん
で
す
よ
。
私
は
何
が
い
い
の
か
よ

く
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
そ
の
時
の
父
が
ま
あ
嬉
し
そ

う
な
顔
し
て
た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
忘
れ
ら
れ
な
く
て
。

そ
の
1
年
後
ぐ
ら
い
に
父
親
が
不
慮
の
事
故
で
亡
く
な
っ

た
も
の
で
す
か
ら
、
余
計
父
親
に
対
す
る
思
い
が
強
く
な

り
ま
し
て
。
そ
の
後
、
池
野
平
太
郎
さ
ん
と
い
う
佐
渡
の

宝
生
流
の
方
が
津
村
禮
次
郎
さ
ん
の
お
世
話
を
す
る
よ
う

近
江
幸
次
さ
ん
　
佐
渡
諏
訪
神
社
（
潟
端
）

に
な
っ
た
の
で
、
私
も
父
が
好
き
だ
っ
た
事
な
ら
と
い
う

こ
と
で
、
お
手
伝
い
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
ね
。

　
そ
れ
か
ら
私
が
郷
土
史
を
習
っ
て
た
田
中
圭
一
先
生
が
、

佐
渡
高
校
か
ら
筑
波
大
学
へ
行
か
れ
ま
し
て
、
私
の
生
き

る
目
的
と
は
言
わ
な
い
で
す
け
ど
、
私
を
満
足
さ
せ
る
と

い
う
か
、
知
的
に
満
足
さ
せ
て
く
れ
る
存
在
が
佐
渡
か
ら

い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
へ
津
村
禮
次
郎
さ
ん
が

来
た
ん
で
す
。
津
村
先
生
と
い
ろ
い
ろ
お
話
し
す
る
う
ち

に
楽
し
い
な
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
事
も

ひ
と
つ
あ
り
ま
す
ね
。
津
村
さ
ん
と
は
1
年
に
1
回
し
か

佐渡の
能舞台
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小
学
校
や
中
等
で
習
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
、
ど
っ

か
で
か
じ
っ
て
い
れ
ば
、
今
は
習
っ
た
こ
と
あ
る
よ
っ
て

い
う
だ
け
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
そ
れ
が
将
来
ど
こ
か
で

目
覚
め
る
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
の
が

希
望
と
い
え
ば
希
望
で
す
よ
ね
。

―
―
飛
天
双
○
能
は
近
江
さ
ん
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
変
わ
っ
た
人
た
ち
だ
ら
け
で
驚
い
た

か
と

　
い
い
え
、
そ
れ
は
全
然
思
い
ま
せ
ん
。
か
つ
て
の
珈
琲

の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
、
寺
山
修
司
が
「
明
日
ど
ん
な
人
に
出

会
え
る
か
、
そ
れ
が
人
生
の
楽
し
み
だ
」
っ
て
こ
と
を

言
っ
た
時
に
、う
ー
ん
と
思
っ
て
聞
い
て
た
ん
で
す
。
や
っ

ぱ
り
こ
の
島
の
中
に
い
る
と
、
出
会
え
る
人
っ
て
い
う
の

は
限
ら
れ
る
。
し
か
も
自
分
の
周
波
数
に
あ
っ
た
人
に
出

会
え
る
の
は
限
ら
れ
る
。
去
年
、
一
昨
年
、
大
倉
正
之
助

先
生
が
来
て
こ
う
い
う
こ
と
を
や
り
た
い
ん
だ
っ
て
言
わ

れ
た
時
、
そ
し
て
去
年
ぐ
ら
い
か
ら
毎
月
佐
渡
に
入
っ
て

き
て
い
ろ
ん
な
場
所
に
ご
一
緒
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私

に
と
っ
て
そ
れ
こ
そ
1
番
幸
せ
な
時
間
で
し
た
。
70
過
ぎ

て
こ
ん
な
に
自
分
の
周
波
数
の
合
う
人
た
ち
に
出
会
え
る

と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。
幸
せ
な
時
間
で
す
ね
。
変

な
の
が
私
の
周
波
数
に
合
う
ん
で
す
よ
。

　
今
回
こ
れ
だ
け
多
く
の
能
舞
台
を
開
け
る
こ
と
に
な
っ

て
準
備
を
や
っ
て
ま
す
け
れ
ど
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
大

変
だ
し
、
大
勢
の
先
生
方
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
も
大
変
だ

し
。
そ
れ
と
同
時
に
地
元
の
方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
た

い
一
心
で
や
っ
て
ま
す
。
昨
日
も
地
元
に
ち
ゃ
ん
と
話
を

す
る
と
み
ん
な
顔
つ
き
が
変
わ
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
。
だ

か
ら
コ
ツ
コ
ツ
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

―
―
こ
の
1
年
間
、
佐
渡
の
い
ろ
ん
な
場
所
へ
連
れ
て
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
結
構
走
り
回
り
ま
し
た
よ
、
近
江

さ
ん
と

　
ま
あ
距
離
は
走
っ
た
ね
、
結
構
走
り
ま
し
た
よ
。
行
っ

た
り
来
た
り
し
ま
し
た
。
走
り
ま
く
っ
た
足
跡
残
っ
て
る

と
思
い
ま
す
よ
。

　
今
回
の
「
し
め
縄
作
り
」
で
い
ろ
ん
な
人
が
協
力
し
て

参
加
し
て
く
れ
て
。
彼
ら
彼
女
ら
も
能
自
体
が
よ
く
わ
か

ら
な
く
て
も
、
そ
の
大
倉
正
之
助
先
生
の
考
え
方
と
か
能

に
少
し
ず
つ
目
覚
め
て
、
彼
ら
が
能
を
や
る
や
ら
な
い
は

別
で
す
け
ど
も
、
そ
う
い
う
文
化
的
な
も
の
の
価
値
に
少

し
ず
つ
目
覚
め
て
い
っ
て
、
次
に
つ
な
げ
て
く
れ
れ
ば
い

い
な
と
思
い
ま
す
ね
。

―
―
佐
渡
の
能
が
今
後
ど
う
な
る
と
い
い
と
お
考
え
か
、

も
う
一
度
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か

　
何
で
す
か
な
。
今
回
の
飛
天
双
○
能
は
い
ろ
ん
な
流
派

の
人
が
入
っ
て
く
る
わ
け
で
す
け
ど
、
家
元
制
度
と
い
う

か
そ
う
い
う
の
が
昔
か
ら
あ
る
も
の
は
み
ん
な
そ
う
で
す

け
ど
縄
張
り
争
い
を
し
て
る
よ
。
い
ろ
ん
な
芸
能
も
当
然

違
っ
て
い
い
ん
で
す
し
、
上
手
い
下
手
が
あ
る
の
が
そ
れ

は
当
た
り
前
の
こ
と
で
。
そ
れ
を
ど
う
こ
う
言
わ
ず
に
混

血
し
て
も
い
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
混
ぜ
合
っ
て
も
い

い
と
思
う
し
、
そ
こ
で
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
、
佐
渡
の

能
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
行
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま

す
ね
。

２
０
２
６
年
2
月
　
佐
渡
両
津
に
て

佐渡諏訪神社（潟端）有形民族文化財
加茂湖の西側、諏訪の集落入口左に位置している。参道が長く奥
行きがあり鎮守の杜が深い。能舞台は大正13年に建築されたもの。

会
え
な
い
ん
で
す
け
ど
、
夏
に
な
る
と
学
生
と
一
緒
に
来

て
彼
ら
と
酒
を
飲
み
な
が
ら
お
話
し
た
り
す
る
の
が
、
1

年
の
う
ち
で
1
番
楽
し
い
時
期
で
す
。

―
―
能
舞
台
と
い
う
文
化
財
を
管
理
す
る
と
は
今
ど
う
い

う
状
況
な
の
で
し
ょ
う
か

　
う
ち
の
は
県
の
文
化
財
民
俗
文
化
財
で
す
ね
。
管
理
に

つ
い
て
は
特
に
気
を
使
う
こ
と
は
な
い
で
す
。
潟
端
の
舞

台
も
民
俗
文
化
財
で
す
が
、
私
ど
も
の
と
こ
ろ
は
幸
い
一

橋
大
学
の
学
生
が
来
て
、
1
年
に
1
回
は
必
ず
舞
台
を
開

け
て
掃
除
を
す
る
の
で
、
使
う
こ
と
に
特
に
気
を
使
っ
た

こ
と
は
な
い
で
す
。

　
こ
こ
は
大
正
13
年
に
で
き
た
舞
台
で
、
地
元
の
人
た
ち

は
こ
の
存
在
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
て
く
れ
て

い
ま
す
。
で
も
記
録
を
見
る
と
最
初
の
こ
け
ら
落
と
し
み

た
い
な
時
の
1
回
ぐ
ら
い
し
か
演
能
記
録
は
残
っ
て
な
く

て
、
き
っ
と
開
か
ず
の
舞
台
に
な
っ
て
た
と
思
う
ん
で
す
。

そ
の
後
、
池
野
平
太
郎
さ
ん
た
ち
が
中
心
に
な
り
、
津
村

先
生
が
来
る
の
も
あ
っ
て
、
あ
そ
こ
直
そ
う
、
こ
こ
直
そ

う
と
い
う
こ
と
で
、
だ
ん
だ
ん
に
今
の
形
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
は
物
置
に
な
っ
て
荒
れ
た
舞
台
だ
っ

た
。
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
そ
こ
そ
こ
手
入
れ
さ
れ
た
舞
台

に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

―
―
管
理
す
る
立
場
か
ら
佐
渡
の
能
舞
台
の
現
状
は
ど
う

で
し
ょ
う
か

　
難
し
い
で
す
よ
ね
。
大
変
な
の
は
わ
か
る
ん
で
す
よ
。

み
ん
な
が
そ
の
維
持
管
理
し
て
い
く
の
に
大
変
な
の
は
わ

か
る
け
ど
、
な
ん
て
い
う
か
な
、
あ
ま
り
ひ
ど
く
な
ら
な

い
う
ち
に
手
を
か
け
て
れ
ば
金
額
は
少
な
く
て
済
む
わ
け

で
す
よ
ね
。
能
舞
台
と
か
文
化
財
に
対
す
る
世
間
の
理
解

が
薄
れ
て
き
て
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
行
政
を
含

め
て
ね
。

　
例
え
ば
島
の
外
の
人
か
ら
見
る
と
す
ご
い
も
ん
だ
っ
て

わ
か
る
ん
だ
け
ど
も
、
佐
渡
だ
け
で
は
な
く
て
日
本
人
の

特
性
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
外
の
人
が
認
め
て
く
れ
る
と

よ
う
や
く
わ
か
る
と
い
う
か
。
島
の
人
に
と
っ
て
は
す
ぐ

傍
に
あ
る
も
の
だ
か
ら
、
も
の
の
あ
り
が
た
さ
と
か
価
値

が
わ
か
ら
な
い
。
　
　
　

　
そ
れ
と
、
能
を
や
る
事
に
つ
い
て
聞
い
て
み
る
と
お
金

が
か
か
る
。
能
が
娯
楽
と
い
う
か
ど
う
か
は
ま
た
別
に
し

て
、
近
年
は
そ
れ
以
外
に
娯
楽
が
あ
る
か
ら
、
能
が
だ
ん

だ
ん
庶
民
か
ら
離
れ
て
い
く
っ
て
い
う
か
な
。

―
―
佐
渡
の
能
。
希
望
を
聞
い
て
み
た
い
で
す

　
希
望
が
あ
る
か
な
。
今
回
を
機
会
に
プ
ロ
と
い
う
か
そ

う
い
う
人
た
ち
が
ど
ん
ど
ん
佐
渡
に
入
っ
て
き
て
、
佐
渡

の
舞
台
を
使
っ
て
や
っ
て
も
ら
え
る
と
少
し
目
も
覚
め
る
。

佐
渡
で
今
能
を
や
っ
て
る
人
も
含
め
て
で
す
け
ど
、
い
い

も
の
を
見
な
い
と
上
達
し
な
い
っ
て
い
う
か
上
へ
行
か
な

い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
う
ま
い
も
の
を
食
べ
る
と
、や
っ

ぱ
り
も
っ
と
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
い
と
思
う
だ
ろ
う

し
、
い
い
も
の
を
見
れ
ば
、
自
分
も
も
っ
と
上
手
に
な
り

た
い
と
思
う
だ
ろ
う
。
今
は
本
当
に
井
の
中
の
蛙
で
。

　
例
え
ば
津
村
さ
ん
が
他
の
人
を
連
れ
て
来
て
も
、
能
を

や
っ
て
る
人
が
見
に
来
る
と
い
う
感
覚
が
薄
い
。
僕
が
見

る
限
り
で
は
観
世
の
プ
ロ
が
来
る
ん
だ
か
ら
見
て
み
た
い

と
か
。
例
え
ば
相
川
の
春
日
神
社
能
舞
台
で
や
っ
て
も
、

そ
う
い
う
人
た
ち
が
あ
ま
り
見
に
来
な
い
と
い
う
の
は
逆

に
言
う
と
不
思
議
に
思
い
ま
す
よ
ね
。
せ
っ
か
く
安
い
料

金
で
島
外
出
な
く
て
も
見
れ
る
の
に
。

―
―
佐
渡
の
能
の
良
い
と
こ
ろ
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い

で
す

　
そ
れ
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
強
い
て
言
え
ば
、
僕
の
と
こ

へ
津
村
先
生
が
学
生
と
来
て
お
稽
古
や
っ
て
る
時
に
、
先

生
の
車
が
バ
ッ
テ
リ
ー
上
が
っ
て
車
の
整
備
の
人
を
呼
ん

だ
ん
で
す
。
車
は
動
く
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
け
ど
、
そ
の

整
備
の
青
年
が
帰
ら
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
ず
っ
と
見
て
る

ん
で
す
。
お
前
ど
う
し
た
ん
だ
っ
て
聞
い
た
ら
、
い
や
僕

も
小
さ
い
頃
習
っ
て
た
ん
で
と
い
っ
て
見
て
る
。
あ
あ
そ

う
か
と
思
っ
て
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
底
辺
と
い
う
言
葉

は
嫌
い
で
す
け
ど
、
裾
野
は
あ
る
ん
だ
な
と
い
う
ふ
う
に

思
い
ま
す
ね
。
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―
―
歴
史
的
に
文
化
や
芸
能
を
重
ん
じ
て
い
た
佐
渡
に
て
、

令
和
時
代
に
西
橋
先
生
が
そ
の
ひ
と
つ
を
担
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
う
の
で
す
。
そ
の
深
い
思
い
を
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
の
で
す
。

　
佐
渡
も
広
く
て
ね
。
私
が
佐
渡
に
来
た
目
的
は
文
弥
人

形
を
使
い
た
い
っ
て
い
う
こ
と
で
、
た
だ
た
だ
そ
れ
だ
け

の
た
め
に
佐
渡
に
来
た
の
で
す
。
佐
々
木
義
栄
先
生
と
い

う
真
野
の
大
神
宮
の
宮
司
さ
ん
に
相
談
に
行
っ
た
ら
大
崎

座
と
い
う
の
が
あ
る
よ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
で
47

年
前
、
大
崎
宮
本
坊
の
本
間
敞
政
さ
ん
と
い
う
お
坊
さ
ん

を
頼
っ
て
行
っ
た
の
で
す
。
当
時
他
に
島
内
に
十
座
ほ
ど

人
形
の
座
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
い
つ
で
も
来
て
く

れ
っ
て
い
う
こ
と
で
し
て
、
そ
れ
で
大
崎
座
へ
入
っ
た
の

で
す
。
そ
れ
か
ら
お
坊
さ
ん
が
家
を
探
し
て
く
れ
た
ん
で

す
け
ど
、
住
む
と
こ
ろ
が
な
か
な
か
ね
、
当
時
は
よ
そ
か

ら
来
て
パ
ッ
と
住
め
る
家
を
貸
し
て
く
れ
る
っ
て
こ
と
は

ま
ず
な
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
れ
だ
け
今
ほ
ど
よ
そ
か
ら
佐

渡
に
住
み
着
く
っ
て
い
う
人
は
少
な
か
っ
た
ん
で
す
。

―
―
佐
渡
に
来
て
実
際
ど
う
で
し
た
で
し
ょ
う
？

　
そ
れ
ま
で
文
楽
の
三
人
遣
い
を
や
っ
て
た
ん
で
す
け

ど
、
そ
れ
と
は
違
い
ま
す
し
ね
。
一
人
遣
い
の
構
え
方
っ

て
い
う
の
が
ま
た
三
人
遣
い
と
ち
ょ
っ
と
違
う
の
で
最
初

ち
ょ
っ
と
戸
惑
い
ま
し
た
け
ど
。
た
だ
や
っ
ぱ
り
基
本

的
な
使
い
方
っ
て
い
う
か
、
文
楽
で
言
え
ば
主
（
お
も
）

遣
い
。
こ
れ
は
頭
（
カ
シ
ラ
）
と
右
手
を
持
つ
わ
け
で
す
。

あ
と
三
人
遣
い
の
あ
と
の
二
人
と
い
う
の
は
、
左
手
専
門

の
遣
い
手
、
そ
れ
か
ら
足
専
門
の
遣
い
手
、
こ
う
い
う
風

に
な
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
で
三
人
で
遣
う
ん
で
す
。
だ

か
ら
頭
（
カ
シ
ラ
）
を
持
っ
て
右
手
も
使
う
と
い
う
こ
れ

は
同
じ
な
ん
で
す
よ
。
一
人
遣
い
で
も
。
だ
か
ら
最
初
の

ち
ょ
っ
と
構
え
方
さ
え
身
に
つ
け
た
ら
、
こ
れ
は
一
人
遣

い
、
三
人
遣
い
と
同
じ
で
で
き
る
ん
だ
な
っ
て
。

 

そ
う
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
佐
渡
の
方
は
な
さ
ら
な
い
ね
。

元
気
に
振
り
回
す
よ
う
な
動
き
が
得
意
と
い
う
か
、
人
気

が
あ
る
ん
で
す
ね
。
た
だ
よ
く
よ
く
考
え
て
み
た
ら
ゆ
っ

「
猿
八
座
」
は
自
分
の
動
き
で
あ
り
独
自

西
橋
八
郎
兵
衛
さ
ん
　
人
形
浄
瑠
璃
猿
八
座

く
り
し
た
動
き
で
も
、
一
人
遣
い
で
十
分
で
き
る
と
私
は

思
い
ま
し
た
。
佐
渡
の
遣
い
方
も
ま
だ
ま
だ
学
び
た
い
と

思
っ
て
、
そ
っ
ち
は
そ
っ
ち
で
や
め
な
い
で
、
新
た
に
猿

八
座
っ
て
い
う
の
を
起
こ
し
た
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
佐
渡

の
文
弥
人
形
と
は
私
は
違
う
わ
け
で
す
ね
。
猿
八
座
は
自

分
の
動
き
で
あ
り
独
自
な
の
で
す
。

　―
―
そ
れ
は
西
橋
さ
ん
の
挑
戦
な
の
で
し
ょ
う
か

　
挑
戦
と
い
う
よ
り
、
私
が
文
楽
に
い
た
っ
て
こ
と
は
大

き
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
そ
れ
が
一
人
遣
い
で
も
技

術
的
な
こ
と
が
で
き
る
と
分
か
っ
て
い
て
や
ら
な
い
手
は

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

―
―
佐
渡
は
文
化
度
が
高
か
っ
た
と
聞
き
ま
し
た

　
高
い
で
す
。
今
は
ど
う
で
し
ょ
う
ね
。
も
と
も
と
佐
渡

は
そ
う
い
う
雰
囲
気
で
し
た
よ
ね
。「
な
ん
せ
天
領
な
島

だ
っ
た
ん
だ
か
ら
ね
」
っ
て
、
そ
れ
が
も
う
二
言
目
に

佐渡の
能舞台

人形浄瑠璃猿八座　西橋八郎兵衛

左から西橋さん、（奥様）染織家　西橋はる美さん
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あ
っ
た
よ
ね
。
天
領
だ
っ
た
天
領
だ
っ
た
と
、
だ
か
ら
そ

れ
こ
そ
た
し
な
み
と
し
て
ま
あ
各
々
一
節
。
そ
れ
か
ら
お

茶
、
茶
道
、
生
け
花
、
全
部
た
し
な
む
と
。

　
私
は
学
校
中
退
し
て
す
ぐ
文
楽
に
入
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で

す
よ
。
だ
か
ら
文
楽
が
本
職
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
生

活
を
辞
め
て
佐
渡
に
好
き
好
ん
で
来
た
。
で
も
佐
渡
へ
来

た
ら
そ
れ
で
は
食
べ
て
い
け
な
い
っ
て
い
う
の
は
最
初
か

ら
分
か
っ
て
ま
し
た
。
だ
か
ら
何
を
や
っ
て
も
い
い
か
ら
、

も
う
好
き
な
事
で
は
稼
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
来
た
ん
で

す
。
仕
事
は
何
や
っ
た
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
。

―
―
人
形
の
た
め
に
で
す
か
？

　
そ
う
そ
う
そ
う
。

―
―
ご
自
分
の
テ
ー
マ
を
早
く
見
つ
け
た
っ
て
い
う
の
が

良
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か

　
テ
ー
マ
と
い
う
か
、
や
り
た
い
こ
と
で
す
よ
ね
。
や
り

た
い
こ
と
が
20
歳
ち
ょ
っ
と
で
見
つ
か
っ
て
、
も
ち
ろ
ん

嫌
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
け
ど
ね
。 

だ
け
ど
続
け

て
来
ら
れ
た
っ
て
い
う
の
は
、
結
果
的
に
良
か
っ
た
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
時
間
が
経
っ
て
も
ブ
レ
な
い
佇
ま
い
が
素
晴
ら
し
い

で
す
。

　
ブ
レ
て
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
け
ど
ね
。
だ
っ
て
猿
八

座
っ
て
い
う
の
は
本
当
に
猿
八
で
始
め
た
ん
で
す
よ
。
私

の
他
に
も
う
一
人
、
よ
そ
か
ら
住
み
着
い
て
る
男
が
い
ま

し
て
そ
れ
と
始
め
た
ん
で
す
ね
。
ず
っ
と
地
元
の
座
に
も

入
っ
て
は
い
る
ん
で
す
。
一
人
遣
い
っ
て
も
っ
と
こ
う
い

う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
、
っ
て
い
う
こ
と
を
や
ろ
う
と

思
っ
て
猿
八
座
を
起
こ
し
た
わ
け
で
す
。

―
―
お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、
伝
統
を
伝
承
し
て
ゆ
く
事

を
教
わ
り
ま
す

　
伝
統
に
な
っ
て
い
く
っ
て
い
う
こ
と
に
対
し
て
の
ヒ
ン

ト
と
し
て
、
ガ
ッ
チ
ガ
チ
じ
ゃ
ダ
メ
な
ん
だ
っ
て
い
う
感

じ
が
非
常
に
し
て
い
ま
す
。
実
際
そ
う
だ
と
思
う
の
で
す

よ
。
も
ち
ろ
ん
先
の
人
た
ち
が
残
し
て
く
れ
た
も
の
っ

て
い
う
の
は
大
事
に
し
な
き
ゃ
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。

そ
れ
プ
ラ
ス
、
時
代
っ
て
変
わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ

し
た
ら
私
は
そ
れ
な
り
に
変
え
て
い
い
と
思
う
ん
で
す
。

２
０
２
６
年
2
月
　
佐
渡
猿
八
に
て

越敷神社
新潟県佐渡市猿八289番地
飛天双◯能 令和8年4月6日奉納（非公開）

新潟県佐渡市猿八329 番地
電話　0259-66-2011
開館時間　9 時から17時まで
休館日　有り

鳥越文庫
静かな山の佐渡市猿八地区に舞台芸能・民俗に関する書籍が約二万
冊所蔵されている図書館がある。書籍は猿八座の西橋さんとのご縁に
より古典芸能研究・早稲田大学名誉教授の鳥越文蔵氏が寄贈されたも
の。静謐な時を過ごせる文化的な場所。
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―
―
お
世
話
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
と
っ
て
能
舞
台
は
ど
う

い
う
存
在
で
し
ょ
う
か

細
野
　
あ
あ
年
に
1
回
や
っ
て
た
ね
、
今
ま
で
な
。
も
う

10
代
が
お
ら
ん
し
、
能
の
な
り
手
が
や
る
人
が
お
ら
ん
な

く
な
っ
た
。

—
 

こ
れ
だ
け
立
派
な
能
舞
台
で
す
と
お
能
を
や
り
た
い
っ

て
い
う
方
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

細
野
　
使
っ
て
く
れ
て
も
十
分
い
い
ん
だ
け
ど
能
を
や
る

方
が
い
な
い
。

相
田
　
問
題
は
後
継
者
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ

て
。

—
 

佐
渡
の
皆
さ
ん
は
能
を
楽
し
ん
で
い
た
と
読
ん
だ
こ
と

が
あ
り
ま
す

細
野
幸
太
郎
さ
ん

相
田
敏
明
さ
ん

加
茂
神
社 

世
話
人

左より相田敏明、細野幸太郎、大倉正之助

加茂神社
鶏を「使いしめ（神の使い）」をする神社。鶏大絵馬（市指定有形文化材）　

「国仲四所の御能場」として由緒ある演能舞台がある。

佐渡の
能舞台

細
野
　
謡
の
一
つ
も
歌
え
な
い
と
お
か
し
い
。
母
親
な
ん

か
も
プ
ロ
や
っ
て
ね
、
や
っ
ぱ
り
遊
び
っ
て
言
う
と
や
っ

ぱ
能
、
そ
う
な
ん
で
す
。

相
田
　
私
の
お
じ
さ
ん
な
ん
か
も
師
匠
だ
よ
。
大
師
匠

だ
っ
た
。

細
野
　
あ
、
や
っ
ぱ
り
。
結
婚
式
で
は
高
砂
で
も
す
ぐ
に

謡
が
ね
。
謡
が
で
き
な
い
と
お
酒
も
ら
え
ん
も
ん
。
や
る

と
、
あ
り
が
と
う
、
飲
め
っ
て
。
そ
れ
だ
け
人
々
の
生
活

に
溶
け
込
ん
で
た
ん
だ
よ
な
。

細
野
　
佐
渡
は
世
界
遺
産
に
な
っ
た
金
や
銀
も
あ
る
し
さ
、

ジ
オ
パ
ー
ク
も
あ
る
し
。
で
も
佐
渡
も
な
ん
か
そ
れ
ば
っ

か
り
じ
ゃ
ダ
メ
に
な
っ
ち
ゃ
う
。
食
文
化
と
か
芸
能
文
化
、

郷
土
文
化
、
そ
う
い
う
の
を
生
か
し
て
世
界
に
示
さ
な
い

と
。

相
田
　
そ
う
、
文
化
が
消
え
て
い
く
わ
な
。
こ
れ
じ
ゃ
。

２
０
２
６
年
2
月
　
佐
渡
粟
野
江
に
て
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―
―
お
能
を
始
め
て
佐
渡
に
至
る
ま
で
の
お
話
し
を
う
か

が
い
た
く
て
参
り
ま
し
た
。

　　
僕
は
北
九
州
地
方
の
中
学
、
高
校
で
美
術
部
で
絵
を
描

い
て
ま
し
た
。
高
校
2
年
の
時
に
全
国
油
絵
コ
ン
ク
ー
ル

で
入
選
し
て
上
野
の
美
術
館
で
展
覧
さ
れ
た
り
し
て
将
来

は
絵
を
や
り
た
か
っ
た
の
で
す
。
で
も
親
は
当
然
反
対
で

教
師
も
お
前
み
た
い
じ
ゃ
ダ
メ
だ
よ
っ
て
い
う
も
の
で
す

か
ら
や
め
た
ん
で
す
。

　
東
京
の
一
橋
大
学
に
進
学
し
た
ら
先
輩
が
観
世
会
で
お

能
を
や
っ
て
い
て
、
見
に
こ
い
と
言
わ
れ
て
行
っ
た
と
こ

ろ
僕
と
し
て
は
お
能
の
構
造
的
な
も
の
が
面
白
か
っ
た
。

お
能
や
謡
を
研
究
し
て
文
学
的
に
国
文
学
か
ら
入
っ
た
と

か
世
阿
弥
研
究
で
も
な
く
感
覚
的
な
と
こ
ろ
か
ら
お
能
に

入
っ
た
ん
で
す
。

　
大
学
4
年
の
時
に
津
村
家
の
家
元
の
と
こ
ろ
へ
お
手
伝

い
兼
ね
て
下
宿
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
20
歳
過
ぎ
て
か

ら
プ
ロ
と
し
て
舞
台
を
目
指
す
の
だ
か
ら
時
間
は
大
切
。

や
る
ん
だ
っ
た
ら
決
断
し
な
き
ゃ
と
思
い
、
大
学
を
卒
業

と
同
時
に
住
み
込
み
か
ら
書
生
と
し
て
入
れ
て
も
ら
っ
た

ん
で
す
。
美
術
の
大
学
へ
進
む
事
を
反
対
さ
れ
た
頃
、
僕

は
一
度
自
分
の
意
志
を
折
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
挫
折
で

は
な
い
け
ど
本
音
で
な
い
と
こ
ろ
で
一
度
妥
協
し
た
の
で

今
回
は
も
う
で
き
な
い
な
と
思
っ
た
。
親
は
勘
当
だ
と

言
っ
た
け
ど
能
へ
進
も
う
と
決
め
た
ん
で
す
。
能
は
嫌
い

に
な
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
で
も
お
能
の
プ
ロ
と
し

て
自
分
の
性
格
で
い
け
る
か
と
人
生
で
3
回
ほ
ど
の
揺
れ

動
き
が
あ
り
ま
し
て
、
先
輩
に
「
明
日
手
を
つ
い
て
師
匠

に
僕
や
め
ま
す
、
っ
て
言
う
か
ら
ね
」
と
告
白
し
た
も
の

の
、
次
の
日
の
師
匠
に
言
え
な
か
っ
た
り
し
て
ま
し
た
。

　
師
匠
の
津
村
紀
三
子
が
60
過
ぎ
て
隠
居
し
よ
う
と
し
て

た
と
こ
ろ
に
僕
が
ぽ
っ
と
行
っ
た
も
の
で
す
か
ら
師
匠
に

は
後
継
者
が
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。
26
歳
の
時
に
津
村
の

養
子
に
な
る
話
に
な
っ
て
、
こ
れ
は
僕
も
重
圧
を
受
け
て

伊
豆
の
お
寺
へ
10
日
間
ぐ
ら
い
家
出
し
た
ん
で
す
。
僕
の

有
名
な
家
出
事
件
。

　
能
を
や
る
だ
け
だ
っ
た
ら
養
子
に
な
ら
な
く
て
も
師
範

と
っ
た
り
で
き
ま
す
け
ど
、
た
だ
津
村
の
芸
積
が
途
絶
え

て
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
事
は
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

尊
敬
し
て
た
し
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
て
ま
し
た
か
ら
。
そ

れ
で
津
村
の
養
子
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
ば
ら
く
は
津
村
の
本
名
・
大
内
、
僕
は
大
内
禮
次
郎

で
出
て
ま
し
た
。
津
村
と
い
う
名
前
を
継
ぐ
事
は
緑
泉
会

の
後
継
者
だ
と
宣
言
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
し
ょ
う
。

29
歳
で
道
成
寺
を
や
る
時
に
津
村
禮
次
郎
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
け
ど
も
僕
が
32
歳
の
時

に
津
村
は
亡
く
な
り
ま
し
た
。
津
村
と
一
緒
に
生
活
し
て

本
当
に
師
匠
と
ぐ
っ
と
や
っ
た
の
は
10
年
間
、
た
っ
た
10

年
な
ん
で
す
よ
ね
。

　
ま
た
僕
は
お
寺
好
き
で
日
蓮
宗
の
修
行
を
し
て
ま
し
て
、

25
か
6
歳
の
頃
に
寺
仲
間
と
佐
渡
に
行
脚
に
行
っ
た
ん
で

す
。
そ
れ
で
佐
渡
と
の
縁
が
で
き
ま
し
た
。
佐
渡
は
日
蓮

聖
人
と
世
阿
弥
が
流
さ
れ
て
ま
す
。
お
寺
に
泊
ま
り
な
が

ら
佐
渡
中
を
毎
日
25 

km
か
ら
30 

km
歩
い
た
。
そ
し
て
30
歳

を
過
ぎ
た
頃
、
学
生
の
お
能
の
合
宿
を
や
ろ
う
か
と
い
う

事
に
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
毎
年
50
年
、
佐
渡
に
通
っ
て
い

ま
す
。
今
お
世
話
に
な
っ
て
る
潟
端
の
近
江
さ
ん
の
と
こ

佐
渡
に
通
っ
て
50
年

津
村
禮
次
郎
　
能
楽
師

ろ
は
も
う
40
年
。
　

―
―
佐
渡
の
何
を
ご
覧
に
な
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
と

　
佐
渡
の
人
た
ち
も
い
ろ
ん
な
思
い
は
お
持
ち
だ
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
ま
で
お
能
を
守
ら
れ
て
き
て
、

で
も
今
は
大
変
辛
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
能
の
人
口
も
減
っ

て
い
く
し
、
能
舞
台
は
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
あ
る
の
に

減
っ
て
い
き
ま
す
し
。
そ
こ
に
何
か
お
役
に
立
ち
た
い
と

い
う
気
持
ち
は
持
っ
て
い
る
の
で
す
け
ど
。
学
生
時
代
に

佐
渡
を
経
験
す
る
の
は
悪
く
は
な
い
と
思
っ
て
学
生
を
連

れ
て
行
く
事
に
し
た
ん
で
す
。
僕
自
身
が
す
ご
く
い
ろ
ん

な
影
響
を
受
け
な
が
ら
き
ま
し
た
し
、
佐
渡
の
風
土
を
彼

ら
に
経
験
さ
せ
た
い
な
っ
て
思
い
ま
し
て
。

―
―
お
能
を
な
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
は
特
に
佐
渡
に
尊
敬

を
お
持
ち
で
す
ね

　　
あ
り
ま
す
。
初
め
て
26
歳
の
佐
渡
行
脚
の
時
、タ
ク
シ
ー

に
乗
っ
た
ん
で
す
よ
。
運
転
士
が
ね
、「
僕
は
御
室
流
の

お
花
や
っ
て
い
て
謡
も
や
り
ま
す
」
と
か
言
う
。
タ
ク

シ
ー
の
中
で
謡
の
交
換
や
っ
た
ね
。
50
年
前
は
ま
だ
そ
う

い
う
雰
囲
気
が
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
。

―
―
佐
渡
で
お
能
、
ど
う
と
ら
え
て
お
い
で
で
し
ょ
う
か

　
東
京
で
の
自
分
の
修
練
の
場
と
し
て
例
会
な
ど
厳
し
い

評
価
の
中
で
や
る
。
そ
れ
も
必
要
で
す
。

　
ま
た
は
神
社
で
原
初
的
な
芸
能
と
し
て
の
能
。
奉
納
で

神
様
に
御
喜
び
い
た
だ
く
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

た
こ
と
で
は
あ
る
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
が
本
来
だ
よ
ね
。
式

学
と
し
て
そ
う
で
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
か
色
々
な
人
が
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
僕
は
も
う
ち
ょ
っ
と
自
由
で
も
い
い
か

な
と
思
い
ま
す
。２

０
２
６
年
3
月
　
東
京
武
蔵
小
金
井
に
て

津村禮次郎
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―
―
佐
渡
の
自
然
と
関
わ
り
あ
る
女
性
3
人
と
座
談
会
の

よ
う
に
、
現
在
の
活
動
や
佐
渡
に
つ
い
て
お
伺
い
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ゆ
か
り
　
私
は
鬼
太
鼓
が
大
好
き
で
、
ち
っ
ち
ゃ
い
頃
か

ら
血
が
騒
ぐ
っ
て
い
う
か
じ
っ
と
し
て
ら
れ
な
い
ん
で
す

よ
、
鬼
太
鼓
の
音
を
聞
く
と
。
小
学
生
の
時
は
男
の
子
に

混
ざ
っ
て
鬼
太
鼓
を
や
っ
て
ま
し
た
。
東
京
に
い
る
時
も

毎
年
必
ず
鬼
太
鼓
の
あ
る
時
期
は
絶
対
佐
渡
に
帰
っ
て
き

て
一
番
前
で
見
て
ま
し
た
。
佐
渡
に
帰
っ
て
来
て
か
ら
娘

が
鬼
太
鼓
を
始
め
て
私
も
ち
ょ
っ
と
ず
つ
「
太
鼓
叩
き
た

い
な
」「
叩
き
た
い
な
」
っ
て
言
っ
て
い
た
ら
、
勝
手
に

や
れ
さ
っ
て
言
わ
れ
て
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
持
っ
て
っ
て
横
で

見
な
が
ら
叩
い
て
ま
し
た
。
誰
も
教
え
て
く
れ
な
い
か
ら

ち
ょ
っ
と
ず
つ
太
鼓
を
叩
か
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
い
き

ま
し
た
。
そ
れ
で
衣
装
が
ほ
つ
れ
た
ら
直
し
て
た
り
し
て

い
る
う
ち
に
、
わ
ら
じ
も
作
り
た
く
な
っ
て
、
何
回
か
わ

ら
じ
を
習
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
、
習
っ
て
も
し
ば
ら
く
や

ら
な
い
と
忘
れ
る
ん
で
す
。
岩
首
の
わ
ら
じ
名
人
の
お
爺

ち
ゃ
ん
、
鷲わ
っ
さ
き崎
の
綺
麗
な
わ
ら
じ
を
作
る
お
婆
ち
ゃ
ん
に

教
わ
っ
た
。
せ
っ
か
く
覚
え
て
も
藁
が
な
い
か
ら
皆
ん
な

結
局
続
か
な
い
ん
で
す
け
ど
、
有
難
い
事
に
仲
良
く
な
っ

た
お
じ
ち
ゃ
ん
が
藁
と
か
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
本

格
的
に
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
鬼
太
鼓
の
わ
ら
じ
は
1
回
使
っ
た
ら
も
う
お
し
ま
い

で
す
か
？

　
1
日
持
た
な
い
。
半
日
持
て
ば
い
い
方
な
感
じ
。
1
回

履
い
て
休
憩
に
脱
い
だ
ら
も
う
履
け
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

回
っ
て
る
途
中
で
破
け
ち
ゃ
っ
た
や
つ
を
よ
く
家
の
玄
関

に
飾
っ
て
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
あ
れ
は
縁

起
物
と
い
う
か
厄
除
け
で
す
。
鬼
が
履
い
た
も
の
だ
か
ら
、

そ
の
力
が
宿
る
ん
で
す
ね
か
ね
。

―
―
誰
も
が
覚
え
ら
れ
る
も
の
で
す
か

　
覚
え
ら
れ
ま
す
。
で
も
藁
が
な
く
て
続
け
ら
れ
な
い
と

忘
れ
ち
ゃ
う
か
ら
、
そ
の
た
め
に
は
藁
を
持
っ
て
る
方
と

作
り
手
た
ち
の
出
会
い
が
必
要
。
最
近
は
藁
を
残
す
人
が

少
な
く
て
脱
穀
と
一
緒
に
藁
を
細
か
く
刻
ん
で
撒
い
ち
ゃ

う
ん
で
す
よ
ね
。
稲
刈
り
の
時
点
で
も
う
藁
が
な
く
な
っ

ち
ゃ
う
。
手
間
だ
け
ど
わ
ら
じ
を
作
る
に
は
稲は

ざ

か
架
掛
け
っ

て
い
う
藁
を
天
日
干
し
す
る
必
要
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
鬼

太
鼓
を
や
っ
て
る
人
た
ち
も
わ
ら
じ
の
た
め
に
藁
を
残
す

方
に
意
識
が
向
い
て
く
れ
て
る
手
ご
た
え
は
ち
ょ
っ
と
だ

け
あ
る
。
習
い
た
い
人
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

は
る
み
　
私
の
世
代
は
ま
だ
子
育
て
中
で
、
島
外
に
遊
び

に
行
く
事
に
ス
テ
ー
タ
ス
が
あ
っ
て
、
み
ん
な
そ
れ
を
目

指
し
て
お
金
を
稼
い
で
る
か
ら
、
そ
う
す
る
と
手
仕
事
み

た
い
な
の
っ
て
す
ご
く
効
率
悪
い
し
地
味
で
す
。

ゆ
か
り
　
わ
ら
じ
作
っ
て
る
と
、
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
時
給
い

く
ら
に
も
な
ら
な
い
っ
て
、
私
は
絶
対
そ
う
言
わ
れ
ま
す
。

い
や
時
給
じ
ゃ
な
い
ん
だ
っ
て
思
い
な
が
ら
作
っ
て
ま
す
。

は
る
み
　
こ
の
技
術
は
今
ま
で
何
百
年
も
や
っ
た
の
に
今

途
絶
え
た
ら
全
部
そ
れ
白
紙
に
な
る
ん
だ
よ
。
で
も
言
っ

て
も
伝
わ
ら
な
い
で
す
ね
。

―
―
そ
の
辺
の
葛
藤
は
ど
う
な
さ
っ
て
る
ん
で
す
か
？

は
る
み
　
ひ
た
す
ら
我
慢
我
慢
。

ゆ
か
り
　
言
っ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
。
い
ろ
ん
な
人
が
い

る
か
ら
。

―
―
認
め
ら
れ
な
く
て
も
自
分
は
折
れ
ず
に
や
ろ
う
っ
て

い
う
気
持
ち
は
ど
う
し
て
で
す
か
？

は
る
み
　
私
は
好
き
だ
か
ら
だ
よ
ね
。
応
援
団
が
島
の
外

に
い
る
。

妙
涼
　
は
る
み
さ
ん
は
フ
ァ
ン
が
い
っ
ぱ
い
い
る
か
ら
。

は
る
み
　
自
分
の
頑
と
し
て
や
り
た
い
こ
と
を
し
て
る
だ

け
。

妙
涼
　
私
は
マ
マ
さ
ん
た
ち
も
一
緒
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
に
と
っ
て
価
値
の
あ
る
事
、
や
り
た
い

事
を
や
っ
て
い
る
だ
け
。
竹
皮
の
道
の
き
っ
か
け
は
葛
原

さ
ん
で
す
。
は
じ
め
は
昔
の
こ
と
を
や
ろ
う
と
か
は
全
然

な
く
っ
て
、
た
だ
竹
の
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
、
竹
を
使
え

な
い
か
と
思
っ
て
相
談
し
た
ん
で
す
。

―
―
竹
の
問
題
っ
て
何
で
し
ょ
う
か

　
幼
少
期
か
ら
岩
首
集
落
に
母
が
毎
年
祭
り
を
見
に
行
っ

て
て
、
く
っ
つ
い
て
行
っ
て
た
ん
で
す
。
友
達
の
家
に
泊

佐
渡
は
宝
の
島

井
上
ゆ
か
り
（
わ
ら
じ
職
人
）

井
上
妙
涼
（
竹
皮
細
工
職
人
）

菊
池
は
る
み
（
野
草
研
究
家
）

左から井上妙涼、菊池はるみ、井上ゆかり
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ま
っ
て
一
緒
に
遊
ん
で
い
る
と
竹
が
倒
れ
て
い
て
道
が
通

れ
な
く
な
っ
た
と
か
、
竹
が
大
変
だ
っ
て
い
う
話
を
よ
く

聞
い
て
目
に
し
て
て
。
な
ん
と
か
で
き
な
い
か
な
と
思
っ

て
ま
し
た
。
竹
皮
に
出
会
っ
た
の
は
ち
ょ
う
ど
大
学
を
卒

業
す
る
ぐ
ら
い
だ
っ
た
の
で
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
探

し
て
た
っ
て
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。
田
ん
ぼ
や
っ
て
み
た

り
、
大
学
に
行
っ
て
み
て
昔
の
伝
統
的
な
も
の
が
好
き
だ

と
気
付
き
、
自
分
に
で
き
て
地
域
の
役
に
立
て
る
こ
と
は

な
い
か
な
と
思
っ
て
葛
原
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
相
談
に
行
き

ま
し
た
。

―
―
相
談
さ
れ
た
ん
で
す
ね

妙
涼
　
は
い
。「
な
ん
か
竹
っ
て
使
え
な
い
で
す
か
」
っ

て
聞
い
た
ら
、「
こ
う
い
う
の
、
も
う
や
る
人
が
い
な
く

な
っ
た
の
が
あ
る
ぞ
」
っ
て
竹
皮
円
座
の
存
在
を
教
え
て

く
れ
て
。

―
―
相
談
さ
れ
て
か
ら
何
年
経
っ
て
る
ん
で
す
か
？

妙
涼
　

6
年
前
ぐ
ら
い
に
相
談
に
来
て
貴
重
な
円
座
も
解

か
せ
て
く
れ
て
、
ど
う
や
っ
て
編
ん
で
る
ん
だ
ろ
う
っ
て

見
て
た
ら
楽
し
く
な
っ
て
き
て
。
先
生
が
欲
し
か
っ
た
ん

で
す
け
ど
、
も
う
そ
れ
は
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
か

ら
解
き
な
が
ら
、
こ
う
い
う
こ
と
に
気
を
つ
け
て
編
ん
で

た
の
か
な
、
と
か
考
え
な
が
ら
や
っ
て
い
た
ら
、
ど
ん
ど

ん
楽
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
た
ま
た
ま
岩
首
に
竹
皮
の
草
履
を
作
る
お
婆
さ
ん
が
い

る
と
分
か
っ
て
、
竹
皮
の
拾
い
方
と
か
時
期
と
か
処
理
の

仕
方
も
聞
い
て
、
道
具
は
葛
原
さ
ん
や
小
木
の
数
馬
さ
ん

に
作
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
竹
皮
の
円
座
と
草
履
を
作

る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
。
最
初
は
全
然
プ
ラ
イ
ド
も

強
い
意
志
も
な
く
て
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
な
ん
だ
ろ

う
っ
て
い
う
の
と
、
た
ま
た
ま
教
え
て
も
ら
っ
た
も
の
が

性
に
合
っ
て
た
。
や
っ
て
い
く
う
ち
に
本
と
か
を
読
ん
で
、

昔
は
佐
渡
は
竹
が
産
業
だ
っ
た
と
知
っ
た
ん
で
す
。
こ
こ

数
年
、
竹
林
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
状
態
で
竹
皮
を
拾
う
の
も
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
は
竹
の
問
題
で
大
停
電
が

あ
っ
た
り
し
て
、
も
っ
と
竹
人
口
を
増
や
し
た
い
な
っ
て

思
い
ま
す
。

―
―
世
界
的
に
野
草
が
流
行
っ
て
る
よ
う
で
す
が
、
佐
渡

に
野
草
研
究
家
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
何
年
ぐ
ら
い
前
か

ら
研
究
を
？

は
る
み
　
始
め
た
の
は
12
、
3
年
ぐ
ら
い
前
で
す
ね
。
私

は
山
奥
で
育
っ
た
ん
で
す
が
、
畑
も
や
っ
て
い
て
沢
山
の

植
物
が
あ
っ
て
。
佐
渡
に
は
熊
が
い
な
い
の
で
3
歳
ぐ
ら

い
の
時
か
ら
山
に
入
っ
ち
ゃ
っ
て
、
山
と
共
に
育
っ
て
き

た
ん
で
す
。
で
も
こ
の
草
や
植
物
の
こ
と
を
誰
も
教
え
て

く
れ
る
人
が
い
な
く
て
。
田
ん
ぼ
や
畑
を
や
っ
て
い
る
の

に
野
草
の
知
識
知
っ
て
る
人
が
少
な
い
。

　
大
き
く
な
っ
て
結
婚
し
て
妊
娠
し
て
帰
っ
て
き
た
時
に

肌
荒
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
、
治
す
病
院
が
佐
渡
に
は
な
く

て
子
供
が
い
て
病
院
に
行
く
の
は
大
変
な
の
で
。
ど
う
し

よ
う
と
な
っ
た
時
に
薬
草
で
治
せ
ば
い
い
と
思
っ
た
ん
で

す
。
そ
う
い
う
本
が
図
書
館
に
あ
り
ま
し
て
、
タ
ダ
だ
し
。

郷
土
史
の
人
が
か
ろ
う
じ
て
生
き
て
い
た
の
で
そ
の
方
に

聞
き
に
行
っ
て
教
え
て
も
ら
っ
た
け
ど
、
方
言
と
図
鑑
に

載
っ
て
る
植
物
が
一
致
し
な
く
て
把
握
す
る
の
に
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
。

ゆ
か
り
　
そ
う
ね
、
方
言
じ
ゃ
な
い
と
通
じ
な
い
ん
だ
よ

ね
、
地
元
の
人
が
。

―
―
ど
う
な
っ
た
の
で
す
か
？

は
る
み
　
自
分
の
様
子
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
あ
げ
て
た
ん
で
す
。

そ
し
た
ら
ハ
ー
ブ
王
子
の
山
下
智
道
さ
ん
が
佐
渡
に
何
度

か
来
て
く
れ
た
り
。
全
国
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
こ
れ
は
こ
う
だ

よ
な
ど
届
い
た
。
あ
る
程
度
知
識
を
得
た
上
で
、
次
は
そ

れ
を
使
っ
て
生
活
し
た
人
の
証
言
を
知
り
た
く
な
っ
て
老

人
ホ
ー
ム
に
ア
ル
バ
イ
ト
に
行
っ
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら

方
言
と
植
物
が
一
致
し
て
よ
う
や
く
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
で
も
彼
ら
は
植
物
を
使
う
こ
と
を
全
然
誇
り
に
思
っ
て

な
く
て
、
草
を
食
べ
る
の
は
幼
少
期
の
ひ
も
じ
さ
で
恥
ず

か
し
い
と
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
教
え
て
く

れ
る
人
も
い
ま
し
た
。
と
に
か
く
お
年
寄
り
の
話
を
聞
く

事
を
続
け
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
食
べ
ら
れ
る
も
の
し
か
な

い
っ
て
い
う
言
い
方
が
あ
り
ま
す
。
山
に
7
種
、
海
に
7

種
だ
け
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
あ
と
は
全
部
大
丈

夫
だ
よ
っ
て
お
爺
ち
ゃ
ん
が
言
う
ん
で
す
。
全
部
タ
ダ
で

食
べ
ら
れ
る
か
ら
何
も
心
配
し
な
く
て
い
い
よ
っ
て
。
食

費
の
心
配
と
か
医
療
費
の
心
配
と
か
。

井上妙涼 井上ゆかり
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―
―
失
敗
し
た
こ
と
と
か
な
い
で
す
か

　
家
族
の
ご
飯
に
入
れ
て
も
食
べ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が

多
い
の
で
、
そ
う
い
う
の
が
失
敗
か
な
。
う
ち
の
家
族
は

普
通
の
も
の
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
っ
て
言
う
ん
で
す
。
体

に
い
い
と
か
じ
ゃ
な
く
て
家
族
は
ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド
が
す

ご
い
好
き
な
の
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
と
か
加
工
法
が
し
っ

か
り
し
て
い
て
出
所
が
わ
か
っ
て
い
る
も
の
。
例
え
ば
防

腐
剤
が
き
ち
ん
と
入
っ
て
る
と
か
が
好
き
な
ん
で
す
。
私

は
違
う
ん
で
す
け
ど
ね
。
だ
か
ら
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に

食
事
に
野
草
を
使
っ
て
る
ん
で
す
。
野
草
は
自
然
界
か
ら

私
た
ち
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ん
で
す
よ
。
不
思
議
な
話
で

す
が
前
世
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
る
ん
で
す
。

―
―
家
族
に
も
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
ね

　
野
草
の
本
と
か
見
る
と
「
枯
れ
る
よ
う
に
、
人
間
ら
し

く
、
自
然
と
同
じ
よ
う
に
枯
れ
る
よ
う
に
な
く
な
っ
て
い

く
」
と
書
い
て
あ
っ
て
憧
れ
る
ん
で
す
。
そ
う
な
っ
て
ほ

し
い
か
ら
、
丈
夫
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
ら
家
族
に
も
出
し

て
い
く
ん
で
す
け
ど
ね
。
息
子
は
野
草
自
体
を
入
れ
る
と

気
づ
く
の
で
、
煮
込
ん
で
出
汁
に
す
る
っ
て
い
う
方
法
を

見
つ
け
た
ん
で
す
よ
。
ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ
イ
っ
て
い
う
足
腰
が

丈
夫
に
な
る
木
の
葉
が
あ
っ
て
出
汁
を
取
っ
て
ち
ょ
っ
と

ス
ー
プ
に
し
た
ら
「
な
に
こ
れ
、
め
っ
ち
ゃ
う
め
ぇ
」
と

か
言
っ
て
お
か
わ
り
す
る
。
私
は
自
然
界
か
ら
の
贈
り
物

を
ど
う
し
て
も
料
理
に
入
れ
た
い
。
ど
う
し
て
も
入
れ
た

い
ん
で
す
。
な
ん
で
だ
ろ
う
。

妙
涼
　
山
へ
行
っ
た
時
の
は
る
み
さ
ん
は
本
当
に
素
早
い
。

崖
で
も
さ
っ
と
取
り
に
行
く
か
ら
「
は
る
み
さ
ん
？
あ
、

い
な
い!

」
っ
て
感
じ
で
す
。

―
―
妙
涼
さ
ん
の
伝
統
を
繋
ぐ
仕
事
を
見
て
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か

は
る
み
　
や
ら
さ
れ
て
る
な
と
思
い
ま
す
ね
。

ゆ
か
り
　
あ
あ
、
そ
れ
は
す
ご
い
感
じ
る
。

は
る
み
　
だ
っ
て
繋
い
で
い
か
な
い
と
。
こ
こ
ま
で
の
技

術
に
す
る
の
に
何
百
年
も
か
か
っ
て
る
の
。

―
―
ゆ
か
り
さ
ん
の
仕
事
は
ど
う
で
す
か
、
子
供
の
頃
か

ら
見
て
い
て
。

妙
涼
　
昔
か
ら
ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
っ
て
い
う
か
、
多
分

子
供
の
頃
か
ら
こ
う
な
ん
だ
ろ
う
な
っ
て
思
う
無
邪
気
さ

が
あ
っ
て
。
そ
の
無
邪
気
さ
の
「
鬼
好
き
！
じ
ゃ
あ
鬼
で

使
う
わ
ら
じ
作
ろ
う
」
と
か
、「
鬼
の
面
を
彫
ろ
う
」
と

か
。「
仲
間
を
次
に
つ
な
げ
よ
う
」
と
か
い
い
な
っ
て
思

い
ま
す
。
祭
り
で
履
く
わ
ら
じ
は
お
母
さ
ん
じ
ゃ
な
い
と

作
れ
な
い
な
っ
て
思
う
。

ゆ
か
り
　
自
分
が
履
い
て
る
か
ら
。

は
る
み
　
そ
れ
は
す
ご
い
と
思
う
。

―
―
野
草
担
っ
て
い
る
は
る
み
さ
ん
の
仕
事
は
ど
う
で
す

か
？

ゆ
か
り
　
適
わ
な
い
。
本
当
に
何
も
か
も
知
識
も
そ
う
だ

し
面
白
さ
も
。
あ
あ
い
う
知
識
を
知
る
と
じ
ゃ
あ
今
日
の

料
理
に
野
草
を
入
れ
て
み
よ
う
と
思
う
も
ん
。

は
る
み
　
そ
れ
佐
渡
だ
か
ら
す
ご
い
の
か
も
。

妙
涼
　
そ
う
だ
よ
ね
。
同
じ
佐
渡
で
も
う
ち
の
周
り
に
は

土
が
少
な
い
し
、
車
が
多
い
か
ら
食
べ
ら
れ
な
い
も
ん
。

野
草
が
身
近
に
あ
る
土
地
に
い
る
っ
て
い
う
の
が
羨
ま
し

い
で
す
ね
。

は
る
み
　
今
こ
れ
が
美
味
し
そ
う
だ
か
ら
こ
れ
を
使
っ
た

夕
飯
、
庭
を
見
て
夕
飯
を
考
え
る
み
た
い
な
。
ど
う
ご
ま

か
そ
う
か
っ
て
い
う
…
。

―
―
ご
ま
か
そ
う
っ
て
言
葉
使
っ
て
笑
わ
せ
て
く
れ
ま
し

た
け
ど
、
知
恵
で
す
よ
ね
。

ゆ
か
り
　
そ
う
、
知
恵
だ
よ

は
る
み
　
も
う
失
敗
の
つ
み
重
ね
で
す
よ
。
何
百
年
も
失

敗
し
た
結
果
、
こ
こ
に
い
る
の
に
。

―
―
佐
渡
の
魅
力
は
何
で
す
か
？

は
る
み
　
植
物
が
豊
か
で
す
。

ゆ
か
り
　
今
の
佐
渡
が
好
き
。

妙
涼
　
今
の
佐
渡
に
は
ギ
リ
ギ
リ
だ
け
ど
、
人
や
文
化
が

た
く
さ
ん
残
っ
て
る
っ
て
い
う
の
が
す
ご
い
と
思
う
。
そ

れ
が
魅
力
。
だ
か
ら
こ
そ
今
皆
ん
な
で
つ
な
が
な
い
と
い

け
な
い
。

ゆ
か
り
　
自
負
し
て
る
こ
と
が
あ
っ
て
こ
の
3
人
は
食
い

止
め
て
る
っ
て
い
う
か
繋
ぎ
止
め
て
る
ん
で
す
よ
。
野
草

の
知
恵
と
か
芸
能
や
工
芸
品
と
か
。
私
は
鬼
の
面
も
作
っ

て
て
、
そ
の
師
匠
は
昨
年
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
竹
皮

の
お
婆
ち
ゃ
ん
も
東
京
行
っ
ち
ゃ
た
り
で
す
が
、
今
こ
の

3
人
は
無
く
な
る
前
に
キ
ャ
ッ
チ
っ
て
い
う
か
。
ギ
リ
ギ

リ
の
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
ど
つ
な
ぎ
止
め
て
る
。
止
め
た

い
？
こ
ん
な
言
い
方
す
る
と
安
っ
ぽ
い
ん
で
す
け
ど
、
ほ

ん
と
佐
渡
は
宝
の
島
で
す
ご
い
ん
で
す
よ
。

妙
涼
　
私
た
ち
も
で
き
る
限
り
は
や
っ
て
る
ん
で
す
が
、

多
分
私
た
ち
だ
け
じ
ゃ
全
部
賄
い
き
れ
な
い
ぐ
ら
い
佐
渡

に
は
い
ろ
ん
な
宝
が
あ
っ
て
。
も
う
多
分
な
く
な
っ
ち
ゃ

う
。
円
座
み
た
い
に
。
ち
ょ
っ
と
遅
か
っ
た
な
っ
て
い
う

も
の
も
あ
る
の
で
、
今
な
ん
と
か
繋
い
で
い
か
な
い
と
ま

ず
い
な
ぁ
と
思
っ
て
ま
す

　
大
倉
正
之
助
さ
ん
の
言
う
一
人
一
役
。「
野
草
」
と
か

「
竹
皮
」
と
か
「
藁
」
と
か
そ
ん
な
感
じ
で
ね
、「
お
け
さ

笠
」「
菅す
げ
か
さ笠
」
と
か
、
い
ろ
ん
な
人
で
つ
な
ぎ
た
い
よ
ね
。

は
る
み
　
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
広
げ
て
い
き
た
い
よ
ね
。
こ

ん
な
に
あ
る
ん
だ
も
ん
。

ゆ
か
り
　
す
ご
い
島
な
ん
で
す
よ
。
実
は
祭
り
な
ん
て
面

倒
く
さ
い
ん
で
す
よ
。
本
当
に
大
変
な
ん
で
す
よ
。
仕
事

し
な
が
ら
1
ヶ
月
夜
み
ん
な
集
ま
っ
て
稽
古
し
て
、
た
っ

た
1
日
の
祭
り
の
た
め
に
時
間
を
割
い
て
道
具
を
揃
え
て

整
え
て
。
都
会
の
祭
り
と
違
っ
て
神
社
の
氏
子
の
一
軒
一

軒
の
た
め
に
や
っ
て
る
よ
う
な
祭
り
だ
か
ら
本
当
に
よ
く

続
け
て
る
な
ぁ
っ
て
い
う
ね
。
そ
れ
が
や
っ
ぱ
佐
渡
す
ご

い
と
思
う
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
佐
渡
す
ご
い
で
終
わ
り

ま
す
。

２
０
２
６
年
2
月
　
佐
渡
大
崎
学
舎
に
て

菊池はるみ
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しめ縄づくり
佐渡の民俗探究①

　
令
和
8
年
1
月
上
旬
加
茂
湖
に
面
し
た
倉
庫
で
、

能
楽
師
大
倉
正
之
助
さ
ん
が
声
を
掛
け
て
集
ま
っ
た

人
達
と
共
に
注
連
縄
を
作
り
ま
し
た
。

初
日
は
講
師
の
徳
田
勝
幸
さ
ん
か
ら
早
速
基
本
の
縄

な
い
の
手
ほ
ど
き
。
初
心
者
か
ら
は
、「
難
し
い
け
ど

夢
中
に
な
れ
る
と
」
藁
を
手
に
一
生
懸
命
よ
っ
て
い

ま
し
た
。

　
2
日
目
は
注
連
縄
作
り
。
目
的
の
注
連
縄
の
長
さ

は
７
メ
ー
ト
ル
と
し
、
1
本
の
縄
の
太
さ
は
直
径
３

セ
ン
チ
程
に
し
て
３
本
作
り
、
こ
の
３
本
を
よ
り
合

わ
せ
る
作
業
。参
加
者
が
輪
に
な
り
「
心
併
せ
て
ひ
ー

ふ
ー
み
ー
」
と
威
勢
の
よ
い
発
声
。
そ
の
中
、
よ
り

手
の
3
人
が
藁
を
強
く
巻
い
て
い
き
ま
す
。

　
参
加
者
達
か
ら
は
、「
注
連
縄
作
り
を
通
じ
て
同
じ

気
持
ち
を
持
つ
人
達
と
知
り
合
え
、
沢
山
話
し
が
出

来
て
良
か
っ
た
。」
ま
た
あ
る
男
性
か
ら
は
、「
集
落

に
あ
る
神
社
の
注
連
縄
が
古
く
な
っ
た
の
で
、
こ
こ

で
出
来
た
注
連
縄
を
頂
け
な
い
か
と
思
っ
て
参
加
し

た
が
、
注
連
縄
は
集
落
の
人
達
と
一
緒
に
な
っ
て
作

り
た
い
と
改
め
て
思
っ
た
。」
と
の
声
が
有
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
最
終
日
ま
で
の
延
べ
人
数
は
40
名
近
く

と
な
り
、
結
果
８
本
の
注
連
縄
が
完
成
し
ま
し
た
。

令
和
8
年
3
月
　
宮
下
幸
道

1. 「飛天双○能しめ縄作り」特設会場　2. 齋藤真一郎さんや農家さんたちより稲藁は切断せずに大量にご用意いただき、作業をする
倉庫は堂谷剛氏に快く受け入れていただき実現することができた　3. 自由参加で集まった佐渡の皆さん　4. 初めは細い縄づくりか
ら　5. 大きめの注連縄（しめ縄）が出来上がる（右下・宮下幸道さん）
参加された皆さん：井上ゆかり、菊池はるみ、井上妙涼、岡部健太郎、新保真子、益田純、小岩井麻弥、小岩井重人、小岩井樂音、小岩井麻杜、松嵜美保、
松嵜星叡、松嵜永真、今泉幸子、今泉孝文、今泉元治、渡辺信弘、渡辺由未、大上紀子、山城利恵、三島明香、三島穂風、小森美紗、三島宏之、
本間和幸、本間史華、カルタス・エンヒク・疋嶋フラガ、ブラック・ジャスミン、山本由果、大桃園子、長谷川浩章、三島天瑠、山本喜助、松平
康太、吉川貴子、神村幸治、川上友一、村田慶子、村田明哲（順不同）	 協力：株式会社堂谷組　有限会社齋藤農園

1

4

2

5

3
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「しんこ餅」「やせうま」
佐渡の民俗探究②　

　
島
に
て
目
を
引
く
な
ん
と
も
愛
ら
し
い
「
し
ん
こ

餅
」。
米
粉
を
蒸
し
作
る
佐
渡
の
伝
統
菓
子
だ
。
お
釈

迦
様
の
日
や
祝
い
の
日
に
作
ら
れ
た
の
で
、
鯛
や
椿

な
ど
や
め
で
た
い
祝
形
が
多
い
。
つ
る
つ
る
で
生
地

離
れ
の
い
い
椿
の
生
葉
の
上
に
添
え
て
出
さ
れ
て
い

た
と
い
う
。
型
を
作
る
職
人
を
探
し
て
み
た
が
お
会

い
で
き
な
か
っ
た
。

　
特
徴
的
な
名
の
菓
子
「
や
せ
う
ま
（
や
せ
ご
ま
）」。

筒
状
に
こ
し
ら
え
た
生
地
を
金
太
郎
飴
の
よ
う
切
っ

て
み
る
と
見
事
な
柄
が
現
れ
る
。
用
途
は
お
供
え
や

無
病
を
願
っ
て
作
ら
れ
る
。

　
伝
統
菓
子
の
素
朴
な
絵
柄
と
存
在
の
華
や
か
さ
に

心
あ
ら
わ
れ
る
気
持
ち
に
な
っ
た
。
実
際
に
作
っ
て

い
る
間
の
女
性
た
ち
は
少
女
の
よ
う
に
歓
談
し
て
い

る
。
こ
う
し
て
長
い
時
を
超
え
て
佐
渡
の
地
で
作
ら

れ
て
い
た
事
が
思
い
浮
か
ぶ
。

1. 菓子づくり時間は自然と会話が弾む　2. だんご粉を使って中に
あんこを入れ込んだ「しんこ餅」を作る。今回はお好みによって
お砂糖はなし　3. 型より外してみたら華やかな椿が現れた　4. 蒸
す時間を待つのも楽しい　5. 「やせうま」の生地を練って筒状にし
ていく　6. 筒状の生地を伸ばしてゆくと柄が現れた　7. 鯛、椿、
うさぎ、カブの「しんこ餅」とチューリップ柄などの「やせうま」。
可愛らしい出来上がりに歓声が上がる

左から三浦百合子さん、堂谷里見さん、穂鷹多津さん

1

3

2

4
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建
築
史
の
西
和
夫
著
「
祝
祭
の
仮
説
舞
台
・

神
楽
と
能
の
組
立
て
劇
場
」（
１
９
９
７
年
出

版
）。
気
に
な
る
題
な
の
で
広
げ
て
目
次
を
探

す
と
「
佐
渡
」
と
あ
る
。
慌
て
て
そ
の
頁
を
開

く
と
、
西
和
夫
先
生
は
１
９
９
７
年
当
時
の
佐

渡
に
て
現
存
の
組
立
て
舞
台
の
記
録
を
な
さ
っ

て
い
た
。
す
ぐ
さ
ま
近
江
幸
次
さ
ん
に
こ
の
事

を
説
明
し
て
、
私
た
ち
は
西
先
生
が
佐
渡
で
歩

ん
だ
30
年
前
の
道
の
り
を
巡
る
事
に
し
た
。

　
赤
泊
に
あ
る
大
椋
神
社
。
細
い
階
段
を
登
っ

て
い
く
と
大
き
く
て
立
派
な
カ
ヤ
の
樹
が
立
っ

て
い
る
。（
佐
渡
市
指
定
天
然
記
念
物
） 

そ
の

横
に
瓦
を
施
し
た
細
長
い
屋
根
の
小
屋
が
あ
っ

た
。
横
壁
は
解
放
さ
れ
て
い
る
の
で
中
身
が
材

木
で
あ
る
事
が
見
え
た
。
西
先
生
の
記
録
に
よ

る
と
明
治
期
の
材
で
は
な
い
か
と
あ
る
。

　
総
代
に
連
絡
が
と
れ
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
面

会
が
で
き
た
。
ど
な
た
も
こ
の
組
立
て
し
た
状

態
を
見
た
事
が
な
い
。
地
元
の
ご
年
配
か
ら
の

情
報
も
少
し
集
ま
っ
た
。
ま
る
で
過
去
か
ら
現

代
の
人
へ
の
ギ
フ
ト
の
よ
う
だ
。
集
ま
っ
て
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
の
温
か
な
笑
顔
が
忘
れ
ら
れ

な
い
日
と
な
っ
た
。
さ
あ
、
令
和
8
年
に
こ
の

材
を
使
っ
て
組
み
立
て
る
事
が
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
。
次
回
に
続
報
を
記
す
。２

０
２
６
年
3
月

大
椋
神
社
（
赤
泊
）
組
立
て
舞
台

柱材であろう木が見えているが痛みが気になる

宝物の前にて地元の皆さまと記念写真 

境内の風景のひとつになっている瓦屋根の古屋

「耕す、紡ぐ、打つ、
  といった人間文化を醸す」	 一般財団法人令和文化蔵

私たちの現在は未来にとってどういう時代なのでしょう

世界各地には伝承されてきた貴重な伝統
文化・生活文化があります。それは地球上
で長く繰り広げられてきた自然の恵みと人間
の知恵と叡知の積み重ねた調和の姿です。

近代化が加速した約 200 年においては、
日本でも古来からの文化継承は危うくなって
きました。人々の暮らしは急速に変化し、文
化は経済の後回しにされる状況です。これ
は深刻に捉える課題ではないでしょうか。こ
のままでは本質を避けて根っこのない世の中
を次の世代に引き渡すことになります。

当財団は懐古主義ではなく、伝統文化は
革新の継続と捉え、人間の根本的価値だと
重く受け止め、社会において何故文化が大
切なのか、何故継承しなければならないの
かを社会に問います。

後世の未来人に「令和時代に令和文化と
して再び文化が華開した」と言ってもらえる、
真の日本文化の蘇りを皆さまと共に探究心
溢れる喜びの気持ちで関わり、未来へ確実
なる足跡を残してゆく所存です。

一般財団法人令和文化蔵
General Oncorporated Foundations　REIWABUNKAGURA

京都本部	 京都市左京区南禅寺北ノ坊町
葉山事務局	 神奈川県三浦郡葉山町
お問い合わせ	 info@reiwabunkagura.org   
	 電話 046-594-5097

飛天双○能実行委員　info@hitenfutawanoh.jp

〈教育事業〉 〈調査復元事業〉 〈飛天双○能事業〉

3つの事業
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飛天双○能と共に12年を歩いてくださる賛同者を募集します。

問い合わせ先　info@hitenfutawanoh.jp
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期
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烈
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〔
第
三
期
〕

き
ど 

り
ょ
う
た

阿
部
ひ
と
み

伊
藤
泰
子

清
水
千
代
子

殿
元
健
照

山
際
ち
を
え

国
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男

飯
田
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石
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平

峯
山
政
宏
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友
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平
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み
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田
友
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龍
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夫
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中
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順
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田
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幸
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口
　
光

〔
第
四
期
〕

下
井
戸
ゆ
り

中
澤
順
子

〔
特
別
会
員
〕　

大
橋
武
夫

飛
天
双
○
能
　
蔵
守
の
会
の
み
な
さ
ま

令
和
八
年
３
月
30
日
現
在

「
奉
賛
会
」 

か
ら
「
蔵
守
の
会
」
へ
名
称
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
５
回
飛
天
双
◯
能
に
向
け
て
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す





群
青
の
天そ

ら宙
　
ひ
と
筋
の
光

平
山
弥
生

思潮社　定価 2200 円＋税

株式会社レビアル



株式会社ボルボレッタ

若き日の豊臣秀吉が伊勢神宮に参拝した際に食した焼き餅を
「美味也」と激賞しました。彼が後に「太閤」となり天下人に
のぼりつめるまでに「出世」したことにあやかって、「太閤出世餅」
と呼ばれるようになりました。以来、永年にわたって縁起餅として
親しまれ続けております。

ホテリ・アアルト株式会社

ホテル  6月の森
都内の喧騒から離れ唐沢の自然に包まれたホテル
夕食はフレンチコース、朝食は和食御膳の和洋折衷
を楽しめます

〒327-0801栃木県佐野市富士町963 番地
info@6gatsunomori.com

佐渡島内企業協賛



佐渡島内企業協賛

朱鷺と共生する島、佐渡。

清冽なる水と豊穣の大地。その営みの中に息づく農村景観、

受け継がれてきた文化と伝統芸能。

世界農業遺産（GIAHS）に認定された人と自然が響き合うこの島の価値を、

誇りと責任をもって守り育み、島民と共に確かな歩みで

次代へ継承してまいります。

JA 佐渡

新潟県建設業協会佐渡支部

佐渡島内企業協賛



住所　佐渡市新穂青木 667-1
電話　0259-67-7088

佐渡島内企業協賛

佐渡と共に生きる

佐渡島内企業協賛



島に感謝し、お客様に感動を
佐渡島民が慣れ親しんだトビウオのすり身をより美味しく、
楽しく召し上がっていただける「佐っとび」料理をお伝えします

佐渡島内企業協賛

キッチン　よろこんで
住所	 新潟県佐渡市原黒 109
営業時間	 11：00-21：00 （LO 20：30）
定休日	 無休（月 2 回店休あり）
電話番号	 0259-67-7726
両津港から車で 3 分　駐車場あり

佐っとび餃子

佐渡島は四季を通じて様々な魚介類が水揚げされます。

名物料理 ブリカツ

佐渡島内企業協賛

大和産業株式会社

有限会社菊池組



有限会社山本組　ラクリア

佐渡ホンダ販売株式会社

佐渡商工会連絡協議会

新潟産業株式会社

イケベジ
農から社会へ

www.ikevege.com

朱鷺さなえ会

長畝生産組合

柿酢合同会社

スーパーつるや

佐渡島内企業協賛

グリーンファーム（三浦電気）
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NPO 法人食と夕日の佐渡島 JA 佐渡自然栽培研究会

佐渡アグリカルチャーシップ
有限会社

伊藤建設株式会社

株式会社高橋産業

有限会社セブン・システム

佐渡島内企業協賛

株式会社 JA ファーム佐渡

編集後記
佐渡は佐渡だった。だけど佐渡はこれからがはじまり、はじまり。

次回開催地発表
令和 9 年 5月8日　飛天双◯能　福井県小浜市にて開催　
ただ見ているだけで人生を終わらせないために

一般財団法人 令和文化蔵
YOUTUBE チャンネル
ご登録をお願いします。

冊子
デザイン
髙橋克治（eats & crafts）

編集、写真
ART TRUE FILM

製作
一般財団法人令和文化蔵
飛天双○能事業
〒 240-0113
神奈川県三浦郡葉山町長柄 492-1
葉山事務局
電話　046-894-5097
問合わせ　info@hitenfutawanoh.jp

ご奉納会
大山祇神社
歌代神社
加茂神社能舞台
大膳神社能舞台
越敷神社
小泊白山神社能舞台
大崎白山神社能舞台
多門寺
佐渡諏訪神社能舞台（潟端）
大椋神社組立て舞台
総源寺

佐渡実行委員会　
齋藤真一郎
近江幸次
堂谷 剛
堂谷里美
本間和幸
日下勝啓
粟生田忠雄
佐藤達也
井上ゆかり
井上妙涼

協力
一般社団法人佐渡観光交流機構
佐渡塾
東京新潟県人会
株式会社イワイ工務店
佐渡汽船株式会社
一般社団法人茶道裏千家淡交会
佐渡牡蠣太平丸
佐々木農園
株式会社ブルーゲートハウス
株式会社ライズアップ
佐渡市立両津吉井小学校
益田 純
坂下善英
長嶋俊介

別火協力
弘仁寺
いさりびの宿 道遊
宮下幸道
山形正哉

料理
奥薗良輔
川口真澄

運営協力
中澤順子
谷川涼子
今川未由希
鹿倉菜七海
畔柳謙一
小椋雄大
濵田さやか
岸順子
岡部健太郎
嘉向徹
椛島将太
野田久美子
湯沢龍也

運営
株式会社ミックス

後援
文化庁
環境庁関東地方環境事務所
新潟県
佐渡市
佐渡市教育委員会

製作総指揮
大倉正之助

企画
川瀬美香

制作
至田祐己

主催
一般財団法人令和文化蔵
　飛天双○能事業
令和文化蔵葉山事務局

復元協力
株式会社北織
日本寺
金刺広子
関駒三郎
吉田正子

展示
大月光勲
大﨑哲生
大橋武夫
大森芳紀

直会
兵庫八重子
兵庫勝
菊池はるみ
金子さやか

ケータリング
鈴木ますみ
奥薗さよ子

佐渡自然農作物
有限会社齋藤農園
矢田徹夫
長江倶楽部

公式 WEB
GMOドメインレジストリ株式会社

動画制作
藤本剛史
小林武尊

動画撮影
寺崎寛之
和田大作
コイデセイヤ
Studio Mama-Qwanka

写真撮影
増井貴光
その江
松本和子




